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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
冬
の
風
物
詩
と

し
て
知
ら
れ
る
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ

ン
限
定
の
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
ク
リ
ス

マ
ス
・
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
」
が
６

日
か
ら
、
ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
６
番
街
50
丁
目
）

で
ス
タ
ー
ト
し
た
＝
写
真
・
三
浦
良

一
＝
。
世
界
的
に
有
名
な
ダ
ン
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
「
ザ
・
ロ
ケ
ッ
ツ
」
が
息

の
あ
っ
た
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

ト
ナ
カ
イ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
お

も
ち
ゃ
の
兵
隊
な
ど
の
衣
装
で
90
分

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
伝

統
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

煌
び
や
か
な
衣
装
と
舞
台
セ
ッ
ト
で

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。
今

年
は
ロ
ケ
ッ
ツ
に
と
っ
て
１
０
０
周

年
目
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
る
。
日

に
よ
っ
て
1
日
２
〜
５
回
上
演
、
感

謝
祭
の
日
も
含
め
、
来
年
1
月
５
日

ま
で
公
演
さ
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
公
式
サ
イ
トhttps://www.

rockettes.com/christmas/

ロケッツ100周年 Ｎ
Ｙ
冬
の
風
物
詩

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス

ラジオシティーミュージックホールで開幕

　

11
月
10
日
で
40
日
目
を
迎
え

史
上
最
長
と
な
っ
た
連
邦
政
府

の
閉
鎖
が
続
く
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
主
要
空
港
で
混
乱
が

拡
大
し
て
い
る
。
連
邦
航
空
局

（
Ｆ
Ａ
Ａ
）
の
職
員
約
６
割
が

無
給
休
職
と
な
り
、
航
空
管
制

や
安
全
点
検
業
務
が
縮
小
さ
れ

た
結
果
、
運
航
便
数
の
削
減
や

検
査
遅
延
が
相
次
い
で
い
る
。

10
日
だ
け
で
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
の
３

空
港
で
合
わ
せ
て
２
５
０
便
以

上
が
欠
航
し
、
搭
乗
カ
ウ
ン
タ

ー
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
旅

行
者
か
ら
は
「
検
査
が
遅
く
振

替
便
も
取
れ
な
い
」
と
不
満
の

声
が
上
が
っ
た
。
全
米
で
は
こ

の
日
だ
け
で
約
２
７
０
０
便
が

欠
航
し
た
。
日
本
と
米
国
主
要

都
市
を
結
ぶ
路
線
で
運
航
し
て

い
る
日
本
航
空
、
全
日
空
は
共

に
11
日
現
在
通
常
運
航
を
維
持

し
て
お
り
、
利
用
客
に
混
乱
は

出
て
い
な
い
。

　

日
本
航
空
米
州
広
報
室
に
よ

る
と
、
同
社
の
10
日
現
在
の
国

際
線
は
通
常
運
航
を
予
定
し
て

い
る
が
、
利
用
客
に
は
出
発
前

に
最
新
の
運
航
状
況
を
確
認
す

る
よ
う
案
内
を
出
し
て
い
る
。

特
に
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
便
を
含
む

他
社
運
航
便
の
予
約
を
持
っ
て

い
る
利
用
者
に
は
、
事
前
に
最

新
の
運
航
状
況
に
つ
い
て
、
各

運
航
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

全
日
空
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
米
州
広

報
室
に
よ
る
と
米
国
と
日
本
を

結
ぶ
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
影
響
は
な
く
、
減
便
や
欠
航

も
出
て
い
な
い
が
、
乗
り
継
ぎ

便
利
用
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
最
新
の
運
航
状
況
を
運
航
航

空
会
社
に
確
認
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

航
空
各
社
は
振
替
・
返
金
対

応
に
追
わ
れ
る
一
方
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
や
整
備
士
に
も
欠
員
が
生

じ
、混
乱
が
長
期
化
し
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ａ
は
「
安
全
確
保
を
最
優

先
と
す
る
」
と
説
明
す
る
が
、

運
航
制
限
に
よ
り
出
張
や
物
流

へ
の
影
響
も
拡
大
。
特
に
感
謝

祭
を
控
え
た
こ
の
時
期
の
混
乱

は
経
済
活
動
に
深
刻
な
打
撃
を

与
え
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
経
済
開
発
公
社
は
「
空
港
関

連
産
業
の
停
止
が
１
週
間
続
け

ば
、
市
経
済
へ
の
損
失
は
少
な

く
と
も
40
億
ド
ル
に
達
す
る
」

と
試
算
し
た
。

　

一
方
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
閉

鎖
終
結
に
向
け
た
動
き
が
進
ん

だ
。
上
院
は
10
日
夜
、
政
府
を

空
港
で
欠
航
続
く

Ｊ
Ｆ
Ｋ   

日
航
と
全
日
空
は
通
常
運
航

暫
定
的
に
再
開
さ
せ
る
た
め
の

つ
な
ぎ
予
算
案
を
60
対
40
で
可

決
。
法
案
は
共
和
党
議
員
の
ほ

か
、
民
主
党
議
員
８
人
が
賛
成

し
た
。
政
府
機
関
の
活
動
を

２
０
２
６
年
１
月
末
ま
で
延
長

し
、
未
払
い
と
な
っ
て
い
る
連

邦
職
員
給
与
を
補
償
す
る
内

容
。
法
案
は
下
院
審
議
に
送
ら

れ
、
成
立
す
れ
ば
40
日
を
超
え

た
政
府
閉
鎖
は
よ
う
や
く
終
止

符
を
打
つ
見
通
し
だ
。た
だ
し
、

医
療
保
険
補
助
（
オ
バ
マ
ケ
ア

関
連
税
控
除
）
の
扱
い
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
民
主
・
共
和
両
党
の

対
立
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。
政
治

的
膠
着
が
続
く
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
空
の
玄
関
口
は
依
然
と

し
て
混
乱
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

連邦政府の閉鎖解除
早ければ今週中にも
空の便の乱れは回復に時間

https://www.j-fo.com/
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.rockettes.com/christmas/
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Sprouting
in

GreenPoint

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
株
式
会
社GARDE

（
本
社
：

東
京
都
港
区
、
代
表
取
締
役
社

長
：
室
賢
治
）
は
、
20
日
（
木
）

か
ら
12
月
20
日
（
土
）
ま
で
、

同
社
が
手
掛
け
る
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ーGOCA by Garde

（
西

23
丁
目
５
１
５
番
地
）
に
て
、

グ
ル
ー
プ
展
「Sprouting in 

GreenPoint

」
を
開
催
す
る
。

　

同
展
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
世
界
的
に
活
躍
す
る

現
代
美
術
家 

松
山
智
一
氏
が

主
宰
す
る
「
松
山
ス
タ
ジ
オ
」

に
て
研
鑽
を
積
ん
だ
7
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
を
展

示
す
る
。
彼
ら
の
作
品
を
通

じ
、
松
山
ス
タ
ジ
オ
が
育
ん
だ

創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
瑞
々

し
い
新
た
な
感
性
が
産
み
出
す

多
様
な
表
現
を
紹
介
す
る
。
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
藤
本
ま

り
子
、
金
和
司
、
小
野
原
和

紀
、
川
植
隆
一
郎
、
雨
宮
ホ
ザ

ナ
栄
輝
、
グ
ノ
テ
ー
ル
、
福
田

桂
子
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
20
日
（
木
）
午
後
６

時
か
ら
９
時
ま
で
。入
場
無
料
。

開
廊
時
間
は
火
〜
日
曜
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
月

曜
休
廊
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

６
４
６
・
２
６
０
・
１
５
４
８

ま
で
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.goca.gallery/

を
参
照
す
る
。

現
代
美
術
家 
松
山
智
一
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
芽
吹
く

7
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

　

石
心（
日
本
棋
院
石
心
支
部
）

はHarmony of Japan

和
の

響
き 

〜
音
・
書
・
知
の
出
会

い
〜
と
題
す
る
無
料
文
化
イ
ベ

ン
ト
を
22
日
（
土
）
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
（
12
時
30
分

受
付
開
始)

ま
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
ス
ペ
ー
ス
（
７
番

街
３
６
４
番
地
）で
開
催
す
る
。

。
い
し
か
わ
観 

光
特
使
で
も

あ
る
囲
碁
サ
ロ
ン 

石
心
席
主

の
佃
優
子
に
よ
る
囲
碁
将
棋
の

紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
金

沢
市
在
住
の
書
道
家
・
宇
多
青

莎
に
よ
る
大
筆
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
東
京
藝
大
卒
の
３
人

組
ユ
ニ
ッ
トRhyZoo(

リ
ズ

ー)

に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ

オ
ラ
、
ピ
ア
ノ
で
日
本
の
音
楽

や
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
、
米
国

を
代
表
す
る
名
曲
を
演
奏
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
詳
細
は
本
紙
２

面
の
広
告
、
ま
た
はhttps://

docs.google.com/forms/
d/1PlVEnW

HfxpPVNZyX
ukHKdiYz1vTIy8BoPpwlZ
hlOM

p8/viewform?edit_
requested=true　

参
照
。

囲
碁
将
棋
、
書
道
、
音
楽

石
川
県
か
ら
文
化
の
３
組
が
来
米 

無
料
イ
ベ
ン
ト

22日午後１時
マンハッタンで

左から小野原和紀、金和司、藤本まり子、雨宮ホザナ栄輝、川植隆一郎、福田桂子

http://newyork-apartment-realestate.com
https://hinomaru-limo.com/
https://docs.google.com/forms/d/1PlVEnWHfxpPVNZyXukHKdiYz1vTIy8BoPpwlZhlOMp8/viewform?edit_requested=true
https://sobaya.square.site/
https://giip-global.com/ja/
tel:2122136069
https://www.goca.gallery/
https://www.goca.gallery/
https://www.goca.gallery/
https://www.goca.gallery/
https://docs.google.com/forms/d/1PlVEnWHfxpPVNZyXukHKdiYz1vTIy8BoPpwlZhlOMp8/viewform?edit_requested=true
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平
野
啓
一
郎
氏
が
討
論

Ｊ
Ｓ
で
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
ネ
イ
ピ
ア
氏
と

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
で
６
日
夕
、「
三

島
由
紀
夫
・
生
誕
１
０
０
周
年

シ
リ
ー
ズ
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

の
第
2
弾
と
し
て
「
三
島
の
残

し
た
も
の
：
平
野
啓
一
郎
と
ス

ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
ネ
イ
ピ
ア
に
よ

る
対
談
」
が
開
催
さ
れ
た
。
芥

川
賞
作
家
の
平
野
氏
は
、
23
年

に
『
三
島
由
紀
夫
論
』（
新
潮

社
）
を
出
版
。
23
年
を
費
や
し

た
６
７
２
ペ
ー
ジ
の
大
作
は
文

芸
批
評
と
し
て
異
例
の
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
冒
頭
で
は
、
タ
フ

ツ
大
学
教
授
の
ネ
イ
ピ
ア
氏
が

旭
日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
、
会
場
か
ら
祝

福
の
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
日
本

文
学
研
究
に
40
年
以
上
携
わ

り
、
ア
ニ
メ
批
評
を
通
じ
て
日

米
の
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
。

ネ
イ
ピ
ア
氏
は
「
三
島
、
記
憶

と
嘆
き
」
と
題
し
て
講
演
し
、

三
島
作
品
が
色
褪
せ
な
い
の
は

現
代
社
会
と
の
共
鳴
が
あ
る
た

め
と
述
べ
た
。
平
野
氏
は
著
書

の
構
成
や
、
三
島
が
高
度
経
済

成
長
期
に
抱
い
た
違
和
感
や
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
が
、
バ
ブ
ル
後
の
停

滞
感
と
共
鳴
し
て
い
る
と
自
分

は
感
じ
た
と
述
べ
た
。
三
島
の

フ
ァ
ン
以
外
に
も
現
代
の
日
本

史
を
学
ぶ
ア
メ
リ
カ
人
の
大
学

生
も
き
て
い
た
。
熱
心
な
質
疑

応
答
の
後
、
約
1
時
間
半
の
対

談
を
締
め
く
く
っ
た
。　

　
　
　
　
（
菊
楽
恵
、
写
真
も
）

　

こ
の
冬
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

オ
ペ
ラ
『
魔
笛
』
が
12
月
11
日

（
木
）か
ら
来
年
１
月
３
日（
土
）

ま
で
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
で

上
演
さ
れ
る
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
90
分
ほ
ど
の
短

縮
版
を
英
語
で
上
演
す
る
、
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒
例
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
オ
ペ
ラ
。
魔
法
の

笛
を
授
か
っ
た
王
子
タ
ミ
ー
ノ

が
、
妖
し
い
夜
の
女
王
か
ら
パ

ミ
ー
ナ
姫
を
救
出
す
る
た
め
、

賢
者
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
元
へ
旅
立

ち
、
多
く
の
試
練
に
立
ち
向
か

う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
二
重
唱
の

「
パ
・
パ
・
パ
」
や
超
絶
技
巧

を
要
す
る
「
夜
の
女
王
の
ア
リ

ア
」
な
ど
、
多
彩
な
名
曲
が
含

ま
れ
て
い
る
。 

　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
25
日
ま
で

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
『
ラ
イ
オ

ン
・
キ
ン
グ
』
で
ト
ニ
ー
賞
を

受
賞
し
た
ジ
ュ
リ
ー
・
テ
イ
モ

ア
に
よ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

で
、色
鮮
や
か
な
衣
装
と
舞
台
、

パ
ペ
ッ
ト
演
出
で
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
魔
法
の
よ
う
な
物
語
を
生

き
生
き
と
描
く
。
公
式
サ
イ
ト

か
ら
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
コ
ー
ド

「MAGICLC20

」
を
入
れ
て
11

月
25
日
（
火
）
ま
で
に
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
す
る
と
、
20
％
オ
フ

に
な
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
実

施
中
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

metopera.org/season/
tickets/check-promo-
page/?promo=MAGICLC20

を
参
照
す
る
。

メトオペラ

「魔笛」
チケット20％引き

三島由紀夫論

1969年の三島由紀夫と東大全共闘の討論会について語るネイピア教授

対
談
す
る
ネ
イ
ピ
ア
教
授

(

左)

と
平
野
啓
一
郎
氏(

右)

今年の夏からニューヨーカーに
なった平野氏

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/abroad.html
https://shopnyseikatsu.com/
https://japanphilly.org/
https://www.metopera.org/season/tickets/check-promo-page/?promo=MAGICLC20
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本

を
訪

お
と
ずれ

る
人ひ

と
が

驚お
ど
ろく

も
の
の
ひ
と
つ
に

自じ
ど
う
は
ん
ば
い
き

動
販
売
機
（
自じ

は
ん
き

販
機
）

が
あ
り
ま
す
。
街ま

ち
か
ど角

や

駅え
き、

温
お
ん
せ
ん
が
い

泉
街
、
さ
ら
に
は

山や
まの

上う
え

や
お
寺て

ら
や
神じ

ん
じ
ゃ社

の

境け
い
だ
い

内
に
も
あ
り
、
そ
の
数か

ず

は
全ぜ

ん
こ
く国

で
数

す
う
ひ
ゃ
く
ま
ん
だ
い

百
万
台
と

言い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日に

ほ
ん本

の
自じ

は
ん
き

販
機
は
外そ

と
お置

き
が

中ち
ゅ
う
し
ん

心
で
す
が
夜よ

る
で
も

安あ
ん
し
ん

心
し
て
使つ

か
え
、
と
て

も
き
れ
い
に
管か

ん
り理

さ
れ
て

い
ま
す
。
治ち

あ
ん安

の
良よ
さ
も

日に
ほ
ん本

の
文ぶ

ん
か化

で
す
。
ま

た
飲の

み
物も

の
だ
け
で
な
く
、

傘か
さ、

お
米こ

め
、
お
み
く
じ

な
ど
を
売う

る
も
の
も
あ

り
、
種し

ゅ
る
い類

の
多お

お
さ
に
驚お

ど
く

人ひ
と

も
多お

お
い
で
す
。
さ
ら

に
、
日に

ほ
ん本

の
自じ

は
ん
き

販
機
に
は

日に
ほ
ん本
の
自じ
ど
う
は
ん
ば
い
き

動
販
売
機

ち
り
も
積つ

も
れ
ば
山や
ま
と
な
る

・自動販売機　vending machine
・境内　temple/shrine  grounds
・外置き　located outdoors
・安心して　safely 
・種類　variety 
・おもてなし　hospitality
・季節ごとに　depending on the season
・心配り　thoughtfulness / consideration
・積もる　pile up
・転じる meaning change ,move, turn　
・「ちりも積もれば山となる」と同じ意味の英語　　Many a little makes a mickle.

「
お
も
て
な
し
の
心

こ
こ
ろ」

が

あ
り
ま
す
。
冷つ

め
た
い
飲の
み

物も
のと

温
あ
た
たか

い
飲の
み
物も

の
が
並な

ら

び
、
季き

せ
つ節

ご
と
に
商

し
ょ
う
ひ
ん

品
が

入い
れ
替か
わ
る
工く

ふ
う夫

が
さ
れ

て
い
ま
す
。
自じ

は
ん
き

販
機
は
単た

ん

な
る
販は

ん
ば
い
き

売
機
で
は
な
く
、

日に
ほ
ん
じ
ん

本
人
の
心

こ
こ
ろ
く
ば

配
り
を
感か

ん
じ

る
文ぶ

ん
か化

の
ひ
と
つ
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の

で
も
、
積つ
も
り
積つ
も
れ
ば

山や
まの

よ
う
に
大お

お
き
く
な
る

の
例た

と
え
。
転て

ん
じ
て
、
小ち

い

さ
な
努ど

り
ょ
く力

の
積つ
み
重か

さ
ね
が

立り
っ
ぱ派

な
成せ

い
か果

に
つ
な
が
る

と
い
う
教お

し
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
ち
り
」
は
、
風か

ぜ

に
舞ま
い
上が
が
る
よ
う
な
細こ

ま

か
な
土

つ
ち
ぼ
こ
り

埃
の
こ
と
で
す

が
、
こ
こ
で
は
わ
ず
か
な

も
の
の
意い

み味
。
ゴ
ミ
や
つ

ま
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
日

に
ほ
ん
ご
が
く
し
ゅ
う

本
語
学
習

は
、
ち
り
も
積つ
も
れ
ば
山や

ま

と
な
る
だ
よ
。
一い

ち
に
ち日

に

漢か
ん
じ字

を
三み

っ
つ
覚お

ぼ
え
て
、
そ

の
漢か

ん
じ字

を
使つ

か
っ
て
日に

っ
き記

を

書か
い
て
み
よ
う
。
二に

ね
ん
ご

年
後

に
は
手て

が
み紙

も
ス
ラ
ス
ラ
、

小し
ょ
う
せ
つ

説
も
読よ

め
る
よ
う
に

な
る
は
ず
！
」
な
ど
と
使つ

か

い
ま
す
。

組
「
ト
ゥ
デ
イ
」
の
取
材
を
受

け
た
ジ
ュ
デ
ィ
さ
ん
は
「
い
つ

も
こ
の
木
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
の
ツ
リ
ー
に
な
る
こ

と
を
話
し
て
い
た
。
夫
は
き
っ

と
こ
の
瞬
間
に
い
た
か
っ
た
と

思
う
」
と
語
っ
た
。

　

12
月
3
日
（
水
）
夜
に
行
わ

れ
る
点
灯
式
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン

タ
ー
」
ま
で
に
5
万
個
以
上
の

多
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
と
頂
点
に
は

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
社
製
ク
リ
ス

タ
ル
の
星
が
掲
げ
ら
れ
る
。
同

イ
ベ
ン
ト
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
に
て
ラ

イ
ブ
中
継
さ
れ
、
有
名
歌
手
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
あ
と

市
長
が
点
灯
ボ
タ
ン
を
押
す
。

ツ
リ
ー
は
２
０
２
６
年
1
月
中

旬
ま
で
展
示
さ
れ
、
そ
の
後
は

住
居
支
援
を
行
う
住
宅
支
援
非

営
利
団
体
ハ
ビ
タ
ッ
ト
・
フ
ォ

ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
に
寄
付

さ
れ
て
木
材
に
加
工
さ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
が
８
日
朝
、
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
に
到
着
し
た
。
今
年
の

ツ
リ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ

ー
ス
ト
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
シ
ュ
か

ら
、
６
日
に
伐
採
さ
れ
た
高
さ

75
フ
ィ
ー
ト
（
約
23
メ
ー
ト

ル
）、
重
さ
11
ト
ン
の
ノ
ル
ウ

ェ
ー
ト
ウ
ヒ
で
、
ラ
ス
家
が
営

む
歴
史
あ
る
農
園
で
60
年
以
上

前
に
植
え
ら
れ
た
。
同
農
園
の

ジ
ュ
デ
ィ
・
ラ
ス
さ
ん
は
「
家

族
と
幼
少
期
の
友
人
た
ち
と
の

思
い
出
深
い
ツ
リ
ー
が
、
世
界

で
最
も
有
名
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
と
し
て
祝
わ
れ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
」
と
話
し
て
い

る
。
ジ
ュ
デ
ィ
さ
ん
の
夫
の
ダ

ン
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
に
32

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
７

日
朝
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
ニ
ュ
ー
ス
番

「
日
本
の
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
」

挨
拶
を
す
る
両
首
脳
（
写
真
提
供
：
内
閣
広
報
室
）

ツ
リ
ー
到
着

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

　

10
月
28
日
午
後
３
時
45
分
頃

か
ら
約
45
分
間
、
高
市
早
苗
総

理
大
臣
は
訪
日
中
の
ド
ナ
ル

ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統

領
と
共
に
、
横
須
賀
に
入
港
し

て
い
る
米
空
母
「
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
」
を
訪
問
し
た
。

高
市
総
理
大
臣
と
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
自
衛
隊
員
及
び
在
日

米
軍
人
に
対
し
て
激
励
の
挨
拶

を
行
い
、
高
市
総
理
大
臣
は
イ

ン
ド
太
平
洋
を
自
由
で
開
か
れ

た
も
の
と
し
、
地
域
の
平
和

と
繁
栄
の
礎
と
す
る
決
意
を
述

べ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
共
に

世
界
で
最
も
偉
大
な
同
盟
と
な

っ
た
日
米
同
盟
を
更
な
る
高
み

に
引
き
上
げ
て
い
く
覚
悟
で
あ

る
旨
を
述
べ
た
。
首
相
挨
拶
は

次
の
通
り
（
外
務
省
発
表
）。

　
　
　
　
　

◇

　

本
日
、
米
国
の
海
軍
創
設

２
５
０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
と
も
に
、
地
域
の
自
由
と

平
和
を
守
る
象
徴
で
あ
る
空
母

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
」
で
、

挨
拶
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
心
か
ら
光
栄
に
思

い
ま
す
。
ま
ず
何
よ
り
も
、
日

夜
、
我
が
国
と
地
域
の
平
和
と

安
全
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
自
衛
隊
、
そ
し
て

在
日
米
軍
の
軍
人
の
皆
様
に
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

6
年
前
、
こ
の
横
須
賀
の
地

で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
亡
く

な
っ
た
安
倍
晋
三
総
理
が
、
日

米
が
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
、

こ
の
地
域
の
平
和
と
安
全
を
確

保
し
て
い
く
と
い
う
決
意
を
示

し
ま
し
た
。
今
こ
こ
に
、
再
び

日
米
の
最
高
指
揮
官
が
並
び
立

っ
た
こ
の
機
会
に
、
私
は
、
そ

の
決
意
を
引
き
継
ぎ
、
イ
ン
ド

太
平
洋
を
自
由
で
開
か
れ
た
も

の
と
し
、
そ
し
て
、
地
域
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
と
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
い
ま
、我
々

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
平
和
は
言
葉
だ
け
で
は
な

く
、
確
固
た
る
決
意
と
行
動
に

よ
っ
て
こ
そ
守
ら
れ
ま
す
。

　

あ
ち
ら
に
見
え
る
「
も
が
み
」

と
「
ま
や
」
を
含
む
自
衛
艦
と
、

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
」
は
、

数
多
く
の
訓
練
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
横
須
賀
に
い
る

多
く
の
補
給
、
整
備
に
携
わ
っ

て
い
る
日
米
関
係
者
の
方
々
、

そ
し
て
地
域
社
会
と
の
絆
が
、

米
海
軍
の
活
動
を
長
年
に
わ
た

っ
て
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
幾
層
に
も
わ
た
る
日
米
の

協
力
が
、
日
米
の
抑
止
力
・
対

処
力
を
確
か
な
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
決
意
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
日
本
の
防
衛
力
を
抜
本

的
に
強
化
し
て
、
こ
の
地
域

の
平
和
と
安
定
に
よ
り
一
層

積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
共
に
、
世

界
で
最
も
偉
大
な
同
盟
に
な

っ
た
日
米
同
盟
を
更
な
る
高

み
に
引
き
上
げ
て
い
く
覚
悟

で
す
。
日
米
は
共
に
帆
を
掲

げ
、
自
由
で
開
か
れ
た
海
を
進

み
ま
す
。
こ
の
横
須
賀
か
ら
紡

が
れ
る
航
路
は
、
日
米
の
絆
を

輝
く
未
来
へ
と
導
く
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
。（
原
文
ま
ま
）

　

写
真
は
「
日
米
両
首
脳
に
よ

る
米
海
軍
横
須
賀
基
地
訪
問
」

（
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

（https://www.kantei.go.jp/
jp/104/actions/202510/
28yokosuka.htm

l
）
を
加
工

し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

高
市
首
相
が
決
意
表
明

米
空
母
訪
問
で
大
統
領
と
米
兵
を
前
に

Ｊ
Ｆ
Ｋ
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.kantei.go.jp/jp/104/actions/202510/28yokosuka.html
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空港へ大混乱
　

家
賃
が
高
騰
す
る
中
、
子
育

て
世
帯
が
住
め
る
よ
う
に
と
相

場
よ
り
２
割
ほ
ど
安
い
「
ア
フ

ォ
ー
ダ
ブ
ル
住
宅
」
を
供
給
す

る
計
画
を
発
表
し
た
の
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
新
市
長
の
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
都
知
事
の
小
池
百
合

子
で
す
。
都
が
１
０
０
億
円
ほ

ど
を
拠
出
す
る
総
額
２
０
０
億

円
以
上
の
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
運

営
す
る
そ
う
で
す
。

　

マ
ム
ダ
ニ
公
約
の
５
歳
児
ま

で
の
保
育
料
無
料
も
、
日
本
で

は
３
〜
５
歳
児
の
公
営
保
育
料

は
無
料
で
す
し
、
０
〜
２
歳
児

も
タ
ダ
の
自
治
体
が
多
い
。
国

民
健
康
保
険
は
赤
字
な
が
ら
も

維
持
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な

政
府
」
の
政
策
で
す
。
つ
ま
り

税
金
を
取
っ
て
そ
れ
を
平
等
に

分
配
す
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
式

に
は
す
べ
て
「
極
左
」「
共
産

主
義
」
な
の
で
す
。

　

自
由
と
は
権
力
か
ら
の
自

由
。
権
力
が
自
分
の
カ
ネ
を
取

り
上
げ
平
等
実
現
の
た
め
に
再

分
配
す
る
の
は
、
そ
れ
は
も
う

「
社
会
主
義
／
共
産
主
義
」。
つ

ま
り
「
小
さ
な
政
府
／
大
き
な

政
府
」
は
自
由
と
平
等
の
ど
ち

ら
を
選
ぶ
か
と
い
う
話
で
す
。

　

さ
て
、
か
つ
て
「
世
界
で
一

番
成
功
し
た
社
会
主
義
国
」
と

呼
ば
れ
た
日
本
か
ら
見
れ
ば
マ

ム
ダ
ニ
を
「
極
左
」
と
呼
ぶ
の

は
首
を
傾
げ
ま
す
が
、
今
回
の

彼
の
勝
因
は
と
に
か
く
Ｎ
Ｙ
の

物
価
高
で
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
だ

っ
て
イ
ン
フ
レ
を
す
ぐ
に
解
消

す
る
と
や
っ
て
バ
イ
デ
ン
、
ハ

リ
ス
を
破
っ
た
わ
け
で
す
し
、

物
価
高
は
選
挙
の
鬼
門
で
す
。

　

で
は
彼
が
「
民
主
社
会
主
義

者
」
で
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
だ

と
い
う
点
は
ど
う
だ
っ
た
か
？

　

米
国
で
は
い
ま
社
会
主
義
へ

の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
薄
れ
て
い
ま

す
。
民
主
党
支
持
者
層
で
は
66

％
が
好
意
的
、
若
い
層
ほ
ど
肯

定
的
で
、
資
本
主
義
の
超
格
差

社
会
の
問
題
を
打
開
し
た
い
思

い
な
の
で
し
ょ
う
。
民
主
党
の

牙
城
Ｎ
Ｙ
で
は
だ
か
ら
社
会
主

義
者
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
嫌
悪
は
ど
う

か
？　

こ
れ
に
は
９
・
11
が
思

い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゼ
ロ
の
北
数
ブ
ロ
ッ
ク
の

と
こ
ろ
に
当
時
イ
ス
ラ
ム
教
の

モ
ス
ク
の
建
設
計
画
が
あ
っ

て
、
そ
の
現
場
で
建
設
反
対
の

抗
議
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
を
取
材
す
る
と
参
加
者
は

ほ
ぼ
市
外
、
州
外
の
人
で
し

た
。
Ｎ
Ｙ
市
民
は
「
テ
ロ
犯
た

ち
は
過
激
派
で
、
こ
の
街
の
ム

ス
リ
ム
の
隣
人
と
は
無
縁
」
と

し
て
む
し
ろ
抗
議
運
動
こ
そ
が

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
的
で
は
な
い
」

と
、
毅
然
と
隣
人
を
守
っ
て
い

た
の
で
す
。
さ
す
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
だ
と
感
心
し
た
も
の
で

し
た
。

　

実
際
、
マ
ム
ダ
ニ
は
投
票
前

日
の
深
夜
に
ク
ラ
ブ
の
ゲ
イ
・

イ
ベ
ン
ト
に
突
然
登
場
し
て
支

援
を
訴
え
た
り
、
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
人
権
を
守
り
抜
く

と
言
っ
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
原
理

主
義
と
は
か
け
離
れ
た
平
等
主

義
者
で
し
た
。
同
時
に
行
わ
れ

た
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
知
事
選
で
も

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
民
主
党

候
補
が
副
知
事
に
当
選
し
て
い

ま
す
し
、
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア

も
ま
た
右
派
の
煽
り
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

さ
ら
に
「
王
は
要
ら
な
い

（
ノ
ー
・
キ
ン
グ
ズ
）」
の
反
ト

ラ
ン
プ
機
運
の
全
米
展
開
と
、

も
う
一
つ
「
ガ
ザ
虐
殺
」
へ
の

抗
議
運
動
も
マ
ム
ダ
ニ
の
味
方

で
し
た
。
民
主
党
主
流
派
が
軒

並
み
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
と
い

う
非
難
を
恐
れ
て
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
へ
の
支
持
に
し
が
み
つ
い

て
い
る
姿
は
「
ス
ト
ッ
プ
・
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
大
動
員
デ
モ

の
若
者
た
ち
を
苛
立
た
せ
ま
し

た
。
若
者
た
ち
は
民
主
党
の
欺

瞞
を
も
知
っ
て
、
ク
オ
モ
で
は

な
く
、
民
主
党”
極
左”

の
バ

ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ズ
や
オ
カ

シ
オ
コ
ル
テ
ス
が
推
す
マ
ム
ダ

ニ
に
殺
到
し
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
問
題
は
来
年
の
マ
ム

ダ
ニ
市
政
の
行
方
で
す
。
ト
ラ

ン
プ
は
連
邦
資
金
の
Ｎ
Ｙ
市
へ

の
投
入
を
最
小
限
に
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大

統
領
が
勝
手
に
決
め
る
の
を
禁

止
す
る
資
金
保
留
管
理
法
で
議

会
承
認
が
必
要
な
た
め
、
実
際

に
は
難
し
い
。

　

マ
ム
ダ
ニ
公
約
の
財
源
た
る

富
裕
層
へ
の
増
税
で
、
彼
ら
が

テ
キ
サ
ス
や
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
所

得
税
の
な
い
州
に
脱
出
し
て
市

の
税
収
が
激
減
す
る
と
い
う
懸

念
も
、
さ
て
、
彼
ら
が
２
％
ポ

イ
ン
ト
の
増
税
を
嫌
っ
て
Ｎ
Ｙ

「
マ
ム
ダ
ニ
」
現
象

の
魅
力
を
捨
て
、
本
気
で
居
住

実
態
を”

田
舎”

に
移
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
？

　

も
っ
と
も
、
マ
ム
ダ
ニ
に
し

て
も
予
算
関
連
の
公
約
は
市
議

会
や
州
議
会
の
協
力
が
必
要
な

わ
け
で
、
実
際
の
政
策
は
も
っ

と
穏
健
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
に
よ
る
右
派
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
、
マ
ム
ダ
ニ
ら
の
左

派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
今
後
も
政

治
言
説
上
の
過
激
さ
、
分
断
ぶ

り
は
続
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

よ
り
実
態
政
治
が
ど
う
歩
み
寄

る
の
か
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

　

米
国
政
府
機
関
閉
鎖
に
よ
る

離
発
着
へ
の
影
響
に
つ
い
て
日

本
航
空
と
全
日
空
の
米
国
の
広

報
室
は
本
紙
の
取
材
に
10
日
現

在
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　

日
本
航
空
は
「
米
国
に
お
け

る
政
府
機
関
の
閉
鎖
に
伴
い
、

現
地
時
間
11
月
7
日
（
金
）
か

ら
米
国
内
空
港
を
離
発
着
す
る

便
の
一
部
で
遅
延
等
が
発
生
す

る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
現

時
点
で
は
、
弊
社
国
際
線
は
通

常
運
航
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
出
発
前
に
最
新
の
運
航

状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発
着
案
内
は
、
ご
搭
乗
前
々
日

（
国
際
線
）
か
ら
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
運
航
状
況
の
ご
案

内
（
国
際
線
）
に
つ
い
て
は
弊

社
と
の
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
便
を
含

む
他
社
運
航
便
の
ご
予
約
を
お

持
ち
の
お
客
さ
ま
は
、
事
前
に

最
新
の
運
航
状
況
に
つ
い
て
、

各
運
航
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」。（
原
文
ま
ま
）。

　

全
日
空
は
「
Ａ
Ｎ
Ａ
の
米
国

と
日
本
を
結
ぶ
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は
な
く
、
減

便
や
欠
航
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
弊
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は

お
客
様
へ
向
け
て
、
下
記
の
文

言
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
：『
米

国
連
邦
政
府
機
関
封
鎖
の
影
響

に
よ
り
米
国
内
離
発
着
の
一
部

の
航
空
会
社
の
便
に
、
遅
延
や

欠
航
な
ど
運
航
へ
の
影
響
が
発

生
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま

１
日
で
欠
航
２
５
０
便

Ｊ
Ｆ
Ｋ
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

　

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
向

か
う
エ
ア
ト
レ
イ
ン
の
ホ

ー
ム
は
搭
乗
客
で
ご
っ
た

返
し
た
（
７
日
午
前
10
時
、

ク
イ
ー
ン
ズ
・
ジ
ャ
マ
イ

カ
駅
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ａ
Ｎ
Ａ

運
航
便
は
平
常
ど
お
り
運
航
し

て
い
ま
す
が
、
お
乗
り
継
ぎ
便

を
ご
利
用
の
お
客
様
は
、
最
新

の
運
航
状
況
を
運
航
航
空
会
社

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
』」。（
原

文
ま
ま
）。

　

連
邦
政
府
の
閉
鎖
が
続
く

中
、
全
米
の
空
の
便
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
（
１
面
に
記

事
）。
今
週
末
に
か
け
て
、
主

要
空
港
で
は
欠
航
や
遅
延
が
相

次
ぎ
、
航
空
会
社
各
社
は
「
感

謝
祭
前
の
さ
ら
な
る
混
乱
」
に

備
え
て
い
る
。

　

航
空
デ
ー
タ
会
社
シ
リ
ウ
ム

に
よ
る
と
、
連
邦
航
空
局
（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
が
主
要
40
空
港
に
対
し

４
％
の
減
便
を
指
示
し
た
金

曜
日
か
ら
日
曜
日
の
３
日
間

で
、
国
内
線
約
５
０
０
０
便
が

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。
日
曜

日
に
は
全
体
の
１
割
が
欠
航

し
、
今
年
４
番
目
に
多
い
規
模

と
な
っ
た
。
10
日
だ
け
で
ラ
ガ

ー
デ
ィ
ア
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
、
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
の
３
空
港
で
合
わ
せ
て

２
５
０
便
以
上
が
欠
航
し
、
搭

乗
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
長
蛇
の
列

が
で
き
、
旅
行
者
か
ら
は
「
検

査
が
遅
く
振
替
便
も
取
れ
な

い
」と
不
満
の
声
が
上
が
っ
た
。

全
米
で
は
こ
の
日
だ
け
で
約

２
７
０
０
便
が
欠
航
し
た
。
Ｆ

Ａ
Ａ
は
１
か
月
以
上
無
給
で
勤

務
を
続
け
て
い
る
航
空
管
制
官

の
負
担
軽
減
を
理
由
に
挙
げ
て

お
り
、
週
末
ま
で
に
削
減
率
を

10
％
ま
で
引
き
上
げ
る
見
通
し

だ
と
い
う
。

　

一
方
、
政
府
閉
鎖
の
打
開
に

向
け
、
民
主
党
の
上
院
議
員
８

人
が
党
方
針
に
反
し
て
合
意
案

を
支
持
。合
意
が
成
立
す
れ
ば
、

長
期
化
す
る
閉
鎖
が
よ
う
や
く

終
結
に
向
か
う
可
能
性
も
出
て

き
た
。
航
空
業
界
は
こ
の
動
き

を
歓
迎
し
て
い
る
。

　

週
末
の
欠
航
は
ア
メ
リ
カ

ン
、
デ
ル
タ
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

の
３
大
航
空
会
社
に
集
中
。
各

社
と
も
全
体
の
８
〜
11
％
の
便

を
取
り
や
め
た
。
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
空
港
で
は
18
％
、
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
空
港
と
ア
ト
ラ
ン
タ
空
港

で
も
15
％
前
後
が
欠
航
と
な
っ

た
。

　

遅
延
も
広
範
囲
に
及
び
、
日

曜
日
は
運
航
便
の
３
分
の
１
に

30
分
以
上
の
遅
れ
が
出
た
が
、

月
曜
正
午
に
は
全
体
の
85
％
が

定
刻
運
航
に
戻
り
、
混
乱
は
や

や
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
「
出
勤
し
な
い
管
制
官
は

減
給
だ
」
と
発
言
し
、
波
紋
を

広
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
閉
鎖

中
も
勤
務
を
続
け
た
職
員
に
は

１
万
ド
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
を
推
奨

す
る
と
投
稿
し
た
。
感
謝
祭
の

旅
行
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
、
空

の
混
乱
が
ど
こ
ま
で
収
ま
る
か

が
注
目
さ
れ
る
。

早
め
に
空
港
へ

出
発
前
に
予
定
便
の
当
日
確
認
も
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日
本
ク
ラ
ブ
は
今
年
の
年
末

ま
で
で
現
在
の
会
館
か
ら
新
た

な
ビ
ル（
五
番
街
６
０
４
番
地
）

に
移
転
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

２
０
２
６
年
よ
り
日
本
ク
ラ
ブ

の
施
設
は
会
員
の
み
が
利
用
で

き
、カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
の
講
師
・

受
講
生
は
、
今
後
の
利
用
に
あ

た
り
、
会
員
と
し
て
登
録
す
る

必
要
が
あ
る
。
新
た
な
日
本
ク

ラ
ブ
会
館
で
は
、
よ
り
快
適
で

明
る
い
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
は
じ

め
、
文
化
や
芸
術
を
楽
し
め
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
本
格

的
な
日
本
料
理
が
楽
し
め
る
レ

ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
充

実
し
た
設
備
が
あ
る
。
ま
た
、

多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

予
定
。
日
本
ク
ラ
ブ
は
「
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
日
本
ク
ラ
ブ
会
員

に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ブ

会
員
と
し
て
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

の
受
講
の
み
な
ら
ず
、
各
種
施

設
の
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
・
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
、
会
員
特

典
の
利
用
な
ど
、
日
本
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

入
会
方
法
は
、
法
人
枠
は
ま

ず
日
本
ク
ラ
ブ
債
（
ボ
ン
ド
）

を
一
口
２
０
０
０
ド
ル
以
上
購

入
し
、
そ
の
後
会
社
の
承
認
に

よ
り
、
社
員
は
正
会
員
（
レ
ギ

ュ
ラ
ー
会
員
）
と
し
て
個
人
登

録
が
可
能
と
な
る
。
会
費
は
ひ

と
り
登
録
に
つ
き
年
１
０
８
０

ド
ル
。
個
人
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ト

会
員
は
、
入
会
時
に
正
会
員
2

人
の
推
薦
署
名
、
ま
た
は
銀
行

の
口
座
証
明
が
必
要
。会
費
は
、

入
会
金
５
５
０
ド
ル
・
年
会
費

４
８
０
ド
ル
、
ま
た
は
入
会
金

無
し
・
年
会
費
６
０
０
ド
ル
の

何
れ
か
を
選
択
す
る
。
会
員
特

典
な
ど
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org

を
参
照
。

移
転
に
伴
い
登
録
呼
び
か
け

日本クラブカルチャー講座

今後の受講は会員限定に

　

邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
本
間

俊
一
会
長
）
は
７
日
夕
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公
邸
で
、
第

12
回
世
界
大
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
た
。
米
国
内
だ
け

で
な
く
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
か
ら

も
合
わ
せ
26
団
体
の
関
係
者
40

人
が
参
加
し
た
。
新
し
く
着
任

し
た
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
片
平
聡
大

使
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

同
団
体
は
、
２
０
０
６
年

に
当
時
の
米
国
日
本
人
医
師

会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
会
長
で
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
の
本
間
俊
一
教
授

と
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

の
仲
本
光
一
医
務
官
が
呼
び
か

け
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
が
側
面
支
援
す
る
こ

と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立
さ

れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
医
療

や
福
祉
、
教
育
、
心
理
の
分
野

で
邦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支

援
す
る
団
体
が
多
数
存
在
し
て

い
た
が
、
連
携
し
た
活
動
は
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現

在
も
、米
国
日
本
人
医
師
会（
加

納
麻
紀
会
長
）
を
中
心
に
日
米

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
な
ど
26
団
体
が
参
加

し
て
い
る
。

　

当
日
の
式
典
で
は
、
今
年
度

の
コ
ウ
タ
ロ
ウ
・
バ
ー
ン
ズ
・

ア
ワ
ー
ド
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

オ
コ
ー
ナ
ー
・
イ
ア
ン
さ
ん
と

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

在
住
の
ホ
ー
ネ
カ
ム
プ
山
本
有

さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
翌
８
日
午
後
に
は
一

般
参
加
者
向
け
の
介
護
や
医

療
、
安
全
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
で
開
催
さ
れ
た
。内
容
は「
介

護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
状
と
近

未
来
像
」（
浅
田
春
比
古
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
教
授
）、

「
サ
ム
ラ
イ
介
護
」（
理
学
療
法

士
・
介
護
福
祉
士
の
岡
田
慎
一

郎
氏
）、「
安
全
な
生
活
の
た
め

に
」（
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
・
松
永
直
樹
領
事

部
長
）、「
世
界
か
ら
の
医
療
事

情
」
柴
田
の
り
こ
さ
ん
（
カ
ナ

ダ
）、柏
原
誠
さ
ん
（
ド
イ
ツ
）、

柳
沢
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
（
米
国
）、

「
こ
れ
か
ら
の
セ
ル
フ
ケ
ア
ー

声
を
共
鳴
さ
せ
る
」（
音
楽
療

法
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
灘
田
篤
子
さ
ん
）。

　

本
年
度
の
コ
ウ
タ
ロ
ウ
・
バ

ー
ン
ズ
・
ア
ワ
ー
ド
受
賞
者
の

横
顔
は
次
の
通
り
。
▽
オ
コ
ー

ナ
ー
・
イ
ア
ン
さ
ん
（
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
＝
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
育
ち
、
補
習
授
業
校
の

あ
さ
ひ
学
園
に
通
っ
た
。
大
学

は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
に
進
み
、
日
本

人
学
生
会
を
立
ち
上
げ
た
。
卒

業
後
は
「
Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
所
属
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
も
目
を
向
け
ス
ー
プ
キ

ッ
チ
ン
な
ど
で
奉
仕
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
中
。現
在
は
、

マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
病
院
で

研
究
員
と
し
て
勤
務
。
医
師
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

▽
ホ
ー
ネ
カ
ム
プ
山
本
有
さ
ん

（
ド
イ
ツ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
）
＝
ド
イ
ツ
の
認
定
臨
床
心

理
士
の
資
格
を
持
ち
、
長
年
に

わ
た
っ
て
ド
イ
ツ
、
特
に
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
近
郊
在
住
の
日

本
人
の
心
の
ケ
ア
に
従
事
。
ド

イ
ツ
の
公
的
資
格
を
持
ち
日
本

語
で
対
応
し
、
連
携
で
き
る
限

ら
れ
た
専
門
家
と
し
て
ド
イ
ツ

で
は
貴
重
な
存
在
。
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
も

子
ど
も
や
保
護
者
や
学
校
を
支

え
、
ま
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ド

イ
ツ
で
は
「
こ
こ
ろ
の
相
談
メ

ー
ル
窓
口
」
も
担
当
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ド
イ
ツ
副
代
表
。

JAMSNET世界大会
Ｎ
Ｙ
で
第
12
回
を
開
催

片
平
大
使
公
邸
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（52）

　

子
育
て
に
悩
む
Ｈ
さ
ん
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
越
し
に
な

り
ま
し
た
。
否
定
的
な
言
葉
を

浴
び
せ
ら
れ
て
育
っ
た
ご
自
身

の
幼
少
期
を
親
の
立
場
で
再
現

し
て
い
る
よ
う
で
辛
い
、
と
訴

え
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
毒
親
」
家
庭
で
成

長
し
た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。早
い
時
期
に
気
づ
き
、

Ｎ
Ｙ
と
い
う
「
地
球
の
裏
側
」

に
安
全
地
帯
を
求
め
た
方
や
、

お
酒
や
恋
愛
な
ど
に
依
存
し
て

心
を
慰
め
よ
う
と
し
て
い
る

方
、
そ
し
て
Ｈ
さ
ん
の
よ
う
に

人
生
の
転
機
が
親
子
関
係
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
る
方
も
。

　

Ｈ
さ
ん
は
渡
米
後
、
努
力
し

て
現
在
の
生
活
を
手
に
入
れ
ま

し
た
が
相
変
わ
ら
ず
自
信
が
持

て
ま
せ
ん
。
ご
両
親
か
ら
の
否

定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
反
芻
し

続
け
ま
す
。
理
由
は
「
可
哀
想

な
自
分
」
を
演
じ
続
け
て
両
親

を
罰
し
続
け
た
い
か
ら
。
こ
の

対
処
法
が
本
当
に
Ｈ
さ
ん
に
満

足
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
答
え
は
否
。
本

当
に
望
ん
で
い
る
の
は
捉
わ
れ

か
ら
の
解
放
で
す
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
全
て
の
感

情
を
肯
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
育
て
て
く
れ
た
ご
両

親
に
さ
え
も
怒
り
を
感
じ
て
良

い
事
、
感
謝
と
恨
み
は
共
存
で

き
る
事
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

こ
の
認
識
は
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て

「
目
か
ら
鱗
」
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
表
情
が
穏
や
か
に
な
る
に

従
い
、
子
育
て
に
も
自
信
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
ご

報
告
さ
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し

た
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

親
子
関
係-

毒
親

ア
ワ
ー
ド
を
受
け
た
オ
コ
ー
ナ
ー
・
イ
ア
ン
さ
ん
（
中
央
）

  

ホ
ウ
ク
ル
知
事
、
バ
ス
無
料
化

  

に
難
色
、
保
育
無
料
化
支
持

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
（
民
主
党
）

は
、
来
年
就
任
予
定
の
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
次
期
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
（
民
主
党
）
が
掲
げ

る
「
市
営
バ
ス
無
料
化
」
構
想

に
対
し
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。
知
事
は
、
同
市
長
の
も
う

一
つ
の
重
要
政
策
で
あ
る
「
普

遍
的
保
育
」（
全
て
の
児
童
保

育
無
料
化
）
を
支
持
す
る
一
方

で
、
バ
ス
運
賃
撤
廃
に
つ
い
て

は
「
今
、
準
備
が
整
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
11
月
８

日
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
・
サ
ン
フ

ァ
ン
で
の
州
議
会
議
員
向
け
年

次
集
会
で
記
者
団
に
対
し
、「
バ

ス
や
地
下
鉄
の
運
賃
に
依
存
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
資
金
を

削
減
す
る
計
画
を
今
す
ぐ
提
示

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

語
っ
た
。
続
け
て
、「
し
か
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
に
と

っ
て
、
よ
り
手
頃
な
価
格
に
す

る
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん

で
き
ま
す
」
と
、
低
所
得
層
向

け
割
引
な
ど
に
言
及
し
た
。

　

バ
ス
無
料
化
に
は
年
間
８
億

ド
ル
以
上
の
費
用
が
か
か
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
州

が
所
管
す
る
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
ヤ
ノ
・
リ
ー
バ

ー
会
長
も
「
収
入
の
少
な
い
市

民
を
優
先
す
べ
き
だ
」と
述
べ
、

バ
ス
運
賃
撤
廃
に
は
慎
重
な
発

言
を
し
て
い
る
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、
選
挙
戦
で

「
バ
ス
の
無
料
運
行
」「
保
育
料

無
償
化
」「
家
賃
凍
結
」
を
三

大
公
約
に
掲
げ
当
選
し
た
。
マ

ム
ダ
ニ
氏
は
生
後
６
週
間
か
ら

５
歳
ま
で
の
全
て
の
児
童
を
無

償
で
保
育
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
、

来
年
１
月
の
州
議
会
会
期
中
は

保
育
を
優
先
課
題
と
す
る
と
し

た
。
２
歳
児
や
ニ
ー
ズ
の
高
い

地
域
か
ら
段
階
的
に
導
入
す
べ

き
だ
と
説
明
し
た
。

　

知
事
は
マ
ム
ダ
ニ
氏
を
「
新

た
な
時
代
を
も
た
ら
す
人
物
」

と
称
賛
し
て
い
る
も
の
の
「
何

が
実
現
可
能
か
」
は
両
者
の
間

で
も
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
の
移
転
先
と
な
る
五
番
街
の
ビ
ル

　　講師・受講生に入会を奨励

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.nipponclub.org


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）11月 15日（土）

　

日
本
の
柑
橘
ゆ
ず
の
魅
力

を
伝
え
た
い
と
「Yuzz Buzz: 

A Celebration of Yuzu
」
が

11
月
8
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は

The Penthouse

（617 W
est 

46th Street

）。
延
べ
２
０
０ 

人
以
上
が
来
場
し
大
盛
況
と
な

っ
た
。
主
催
は
非
営
利
団
体

UPSTAIRS NYC

と
柑
橘
ラ
ボ

（KANKITSU LABO

）
の
共
同

開
催
。
高
知
県
や
愛
媛
県
の
生

産
者
も
来
場
し
本
場
の
ゆ
ず
を

直
に
紹
介
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ゆ
ず
関
連
の
食

品
業
者
16
社
が
出
展
。
日
本
産

ゆ
ず
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
、
ゆ

ず
酒
や
焼
酎
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ド
リ
ン
ク
、
ゆ
ず
風
味
の
菓

子
や
軽
食
な
ど
約
20
種
類
が
並

び
、
来
場
者
は
そ
の
香
り
と
味

わ
い
を
堪
能
し
た
。
物
販
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
ゆ
ず
を
使
っ
た
コ

ス
メ
や
雑
貨
も
人
気
を
集
め
、

香
り
と
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
が
広

が
っ
た
。

　

ま
た
、
注
目
を
集
め
た
の
は

平
塚
シ
ェ
フ
に
よ
る
「
ゆ
ず
お

ゆ
ず
の
魅
力

Ｎ
Ｙ
か
ら
発
信

食
と
文
化
の
柑
橘
フ
ェ
ス
に
３
５
０
人

に
ぎ
り
」。
伝
統
と
革
新
を
融

合
し
た
ゆ
ず
味
噌
サ
ー
モ
ン
お

に
ぎ
り
と
ゆ
ず
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ソ
ー
ス
の
和
牛
お
に
ぎ
り
の
２

種
類
を
提
供
し
、
香
ば
し
い
味

噌
と
ゆ
ず
の
爽
や
か
な
香
り
が

多
く
の
来
場
者
に
好
評
を
博
し

た
。

　

さ
ら
に
、
ペ
コ
の
ち
ょ
こ
っ

と
和
菓
子
に
よ
る
「
練
り
切

り
・
ゆ
ず
和
菓
子
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
で
は
、
参
加
者
が
植
物

由
来
の
素
材
か
ら
作
る
伝
統
和

菓
子
の
練
り
切
り
を
自
ら
ゆ
ず

モ
チ
ー
フ
に
成
形
し
、
和
菓
づ

く
り
の
繊
細
さ
と
美
し
さ
を
体

験
し
た
。

　

主
催
者
の
一
人
・
馬
渕
な
が

こ
さ
ん
は
、「
今
回
の
Ｎ
Ｙ
で

の
ゆ
ず
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
の

伝
統
食
材
と
文
化
を
世
界
に
発

信
す
る
意
義
あ
る
試
み
と
な
っ

た
」
と
笑
顔
で
述
べ
た
。
今
後

の
ゆ
ず
市
場
拡
大
と
文
化
交
流

の
新
た
な
起
点
と
な
り
そ
う

だ
。(

取
材
写
真
：
古
市
裕
子

／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
レ
ゾ
ナ
ン

ス
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
シ
ー
は

２
０
２
６
年
度
「
世
界
の
ベ
ス

ト
都
市
」
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、
１
位
は
11
年
連
続
で
ロ
ン

ド
ン
、
Ｎ
Ｙ
は
２
位
、
東
京
は

４
位
に
選
ば
れ
た
。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
Ｎ
Ｙ
を

「
ア
メ
リ
カ
の
永
遠
の
鼓
動
」

と
称
し
「
文
化
的
な
経
済
活
動

や
大
規
模
な
都
市
部
の
イ
ン

フ
ラ
開
発
計
画
に
対
す
る
投

資
、
現
状
の
国
内
政
治
に
揺

る
が
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
関

心
」
を
評
価
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

市
の
観
光
客
数
は
24
年
は
約

６
５
０
０
万
人
、
今
年
は
推
定

約
６
４
１
０
万
人
で
、
観
光
収

入
は
７
０
０
億
ド
ル
を
見
込
ん

で
い
る
。
26
年
は
、
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
国
際

サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
戦
、
独

立
２
５
０
周
年
を
祝
う
セ
イ

ル
・
フ
ォ
ー
ス
、
１
９
０
億
ド

ル
を
投
じ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
国
際
空
港
の
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
１
の
14
ゲ
ー
ト
の
開
設
な

ど
、
さ
ら
な
る
経
済
効
果
を
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
今
年
初
旬

に
執
行
し
た
60
番
街
以
南
の
通

行
料
徴
収
制
度
で
交
通
量
は
大

幅
に
緩
和
し
、
都
市
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
設
備
計
画
資
金

６
８
４
億
ド
ル
を
提
供
、
バ
ス

の
運
行
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。

上
位
10
位
は
３
位
パ
リ
、
５
位

マ
ド
リ
ッ
ド
、
６
位
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
７
位
ロ
ー
マ
、
８
位
ド

バ
イ
、
９
位
ベ
ル
リ
ン
、
10

位
バ
ル
セ
ロ
ナ
。
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
はhttps://www.

worldsbestcities.com
/

rankings/worlds-best-
cities/

を
参
照
す
る
。

世
界
の
ベ
ス
ト
都
市
番
付

Ｎ
Ｙ
２
位
、
東
京
４
位

　

一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際

化
協
会
は
、
自
治
体
の
海
外
販

路
開
拓
支
援
を
行
う
た
め
、
日

本
各
地
の
地
域
特
産
品
の
実

食
・
販
売
を
行
う
物
産
展
「
日

本
ふ
る
さ
と
名
産
食
品
展 in 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
＆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
」
開
催
す
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
は
14
日
と
15
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
21
日
（
金
）
か
ら
23

日
（
日
）
の
３
日
間
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

（934 3rd Avenue, 

）
を
会

場
に
実
施
。
両
会
場
と
も
に
７

自
治
体
／
10
事
業
者
に
よ
る
地

域
特
産
品
の
実
食
と
販
売
が
行

わ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
場
の
出
展

事
業
者
は
、
株
式
会
社
ミ
ナ
ミ

食
品
（
岩
手
県
）、
株
式
会
社

常
陸
風
月
堂
と
株
式
会
社
染
野

屋
（
茨
城
県
）、
コ
エ
ド
ブ
ル

ワ
リ
ー
（
埼
玉
県
）、
有
限
会

社 

粋
（
福
井
県
）、
小
山
製
茶

と
株
式
会
社
日
本
海
水
（
熊
本

市
）、
株
式
会
社SAZANKA 

FARM

（
宮
崎
県
）、
株
式
会

社
タ
ケ
マ
ン
と
株
式
会
社
海
連

（
鹿
児
島
県
）。
栗
蒸
し
羊
羹
、

鯖
の
押
し
寿
司
、
緑
茶
、
ふ
り

か
け
、
や
き
い
も
な
ど
43
品
目

が
紹
介
さ
れ
る
。
入
場
無
料
、

予
約
不
要
。
開
催
時
間
・
出
展

品
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://sites.google.com/
jfcausa.org/

を
参
照
す
る
。

日本のふるさと名産食品展
ジャパンビレッジで21日から

62

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
市
政
が
動
き
出
す
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ム
ダ
ニ
新
市
長
の
挑
戦

　

マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
方

針
は
、「
生
活
の
安
心

(Aff ordability)

」
と
「
気
候

　 

11 

月
、
34
歳
の
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
氏
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
に
就
任
し
た
。
ム
ス
リ
ム

と
し
て
、
ま
た
南
ア
ジ
ア
系
と

し
て
初
の
市
長
誕
生
と
な
っ
た

が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
象
徴

性
よ
り
も
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
市
政
」
を
掲
げ
て
市
民
生

活
と
環
境
を
結
び
つ
け
る
新
た

な
都
市
運
営
を
始
動
さ
せ
た
点

で
あ
る
。

■
マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
方
針

行
動(Climate Action)

」
を

同
時
に
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。

高
騰
す
る
家
賃
、
交
通
渋
滞
、

猛
暑
や
洪
水
と
い
っ
た
課
題

を
、“

暮
ら
し
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

と
環
境
の
質
を
一
体
で
高
め
る

と
い
う
発
想
で
と
ら
え
る
。

■
政
策
の
柱
は
四
つ

　

第
１
に
、
公
立
学
校
５
０
０ 

校
を
対
象
と
し
た
「
グ
リ
ー

ン
・
ス
ク
ー
ル
計
画
」
で
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
や
省
エ
ネ
改

修
、
校
庭
の
緑
化
を
進
め
る
。

第
２
に
、
市
営
バ
ス
の
無
料
化

を
試
験
導
入
し
、「
移
動
の
平

等
」
を
実
現
。
第
３
に
、
断
熱

改
修
や
再
エ
ネ
導
入
を
支
援
し

つ
つ
家
賃
高
騰
を
抑
え
る
「
追

い
出
さ
れ
な
い
エ
コ
住
宅
」
政

策
。
第
４
に
、
緑
地
拡
充
や
浸

透
舗
装
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の

適
応
策
で
あ
る
。

■
持
続
可
能
な
資
金
モ
デ
ル

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
に

は
財
源
と
連
携
体
制
の
確
立
が

不
可
欠
だ
。
市
は
州
政
府
や
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

と
協
力
し
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
持
続

可
能
な
資
金
モ
デ
ル
の
構
築
を

進
め
て
い
る
。「
環
境
を
守
る

こ
と
は
、
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

だ
」。
マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
言
葉

は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
理

念
で
は
な
く
市
政
の
中
心
に
据

え
る
意
思
を
示
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
こ
の
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
市
政
」
は
、
世

界
の
都
市
に
と
っ
て
新
た
な
羅

針
盤
と
な
り
そ
う
だ
。

(

注) 

4
本
柱
は
、
マ
ム
ダ
ニ

市
政
が
掲
げ
る
「
暮
ら
し
と

環
境
を
両
立
さ
せ
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
市
政
」
の
中
核

を
複
数
メ
デ
ィ
ア(TIME

・

The Nation

・Jacobin

・The Guardian

・New York Post)

が
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
報
じ

て
い
る
内
容
を
統
合
し
て
構
成

し
た
も
の

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)
。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』

(

新
潮
社)

。『The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス

ナ
ー
ズ
出
版
）

Photo by Kara McCurdy/CC 
BY-SA 4.0)

Zohran_Mamdani_05.25.25_
(b)_W

ikimedia

　

自
営
業
者
の
た
め
の
リ
タ
イ
ア

　

プ
ラ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
ー
ナ
ー
や
自
営

業
者
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ

ー
「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン

〜
Ｓ
Ｅ
Ｐ
か
ら
４
０
１
（
Ｋ
）、

Ｄ
Ｂ
ま
で
」
が
、
独
立
系
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

ク
ロ
ー
啓
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
12
月
４
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
、
11
日
に
対
面
形
式
の
両
方

で
開
催
さ
れ
る
。
各
種
リ
タ
イ

ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
の
基
本
知

識
、
資
産
規
模
や
事
業
規
模
に

応
じ
た
最
適
な
選
択
方
法
、
節

税
効
果
ま
で
網
羅
す
る
。
さ
ら

に
、
重
要
な
法
律
改
正
「
セ
キ

ュ
ア
ア
ク
ト
２
・
０
」
の
ポ
イ

ン
ト
、
今
後
の
運
用
に
ど
う
影

響
す
る
か
、
州
主
導
の
退
職
貯

蓄
プ
ロ
グ
ラ
ム
加
入
の
最
新
動

向
も
取
り
上
げ
る
。 

オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
は
12
月
4
日

（
木
）
午
後
4
時
か
ら
。
対
面

セ
ミ
ナ
ー
は
12
月
11
日
（
木
）

午
後
2
時
か
ら
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
会
場
で
開
催
。
参
加
申
し

込
み
と
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://nyc.kurashifeed.
com/seminar/retirement-
plan/ 

、
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ル KHAdvisors7@gmail.

com 

ま
で
。 

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://sites.google.com/jfcausa.org/
https://www.worldsbestcities.com/rankings/worlds-best-cities/
https://nyc.kurashifeed.com/seminar/retirement-plan/
mailto:KHAdvisors7@gmail.com
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ア
メ
リ
カ
か
ら
飛
び
込
ん
で

き
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
新
市
長

の
ニ
ュ
ー
ス
は
い
ろ
ん
な
こ
と

で
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

の
大
統
領
が
目
指
す
「
○
○
フ

ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
方
向
性
と

も
若
干
違
っ
て
い
る
よ
う
で
、

私
も
「
こ
れ
は
日
本
に
も
近
か

ら
ず
遠
か
ら
ず
飛
ん
で
く
る
可

能
性
が
あ
る
な
」
と
先
を
見
据

え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
ず
、日
本
国
内
で
の「
外

国
人
人
材
の
介
護
現
場
へ
の
導

入
」
に
つ
い
て
、
法
人
に
よ
っ

て
は
「
全
職
員
の
外
国
人
比
率

を
3
分
の
1
ま
で
高
め
る
」
と

目
標
に
す
る
介
護
事
業
者
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。

　

介
護
現
場
で
大
事
な
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
「
日
本
人
で
な

き
ゃ
い
や
」
と
い
う
理
由
を
求

め
る
必
要
も
な
い
こ
と
は
重
々

わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
番
大

切
な
こ
と
は
「
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
こ
と
、
安
心
し
て
働

け
る
こ
と
」。
こ
れ
に
限
り
ま

す
。
こ
れ
は
介
護
現
場
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
他

の
現
場
と
比
べ
て
も
よ
り
一
層

そ
の
傾
向
は
強
く
、「
安
心
」

の
要
素
の
例
は
、お
金
の
管
理
、

服
薬
の
確
実
な
提
供
、
健
康
に

い
い
食
事
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

提
供
、
自
然
災
害
や
火
事
な
ど

が
起
こ
っ
て
も
回
避
で
き
る
環

境
と
対
比
の
ル
ー
ト
確
保
、
い

い
人
間
関
係
の
醸
成
、
緊
急
時

の
医
療
や
関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど
が
そ
れ
ら
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
要
と
な
る
の

が
改
め
て
「
介
護
人
材
」
で
す
。

今
や
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
よ
り
、
必
ず
し
も
人
材
が

そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
な
く
な
っ
て
き
た

場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
、
外
国
人
を
現
場
に
導
入

外
国
人
職
員
と
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
構
築
の
重
要
性

す
る
こ
と
で
、「
雑
務
は
外
国

人
に
任
せ
る
」
と
い
う
の
は
職

業
職
種
倫
理
観
の
欠
失
に
繋
が

っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、「
外

国
人
だ
か
ら
介
護
の
中
枢
と
な

る
仕
事
は
さ
せ
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
も
な
く
、「
外
国
人
だ

か
ら
こ
そ
介
護
の
現
場
で
重
要

な
業
務
を
任
せ
る
」
と
い
う
判

断
も
必
要
で
す
ね
。
で
は
、
そ

の
外
国
人
だ
か
ら
こ
そ
任
せ
ら

れ
る
重
要
な
業
務
と
は
何
か
？

そ
れ
に
つ
い
て
、
重
要
な
業
務

＝
や
り
が
い
＝
自
分
の
存
在
の

価
値
観
と
視
点
を
持
っ
て
、
掘

り
下
げ
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、

彼
ら
が
母
国
で
培
っ
た
介
護
や

医
療
に
関
す
る
知
見
や
技
術
を

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。
そ
し
て
、
得
た
「
活
か

せ
る
領
域
」
を
設
計
し
、
適
切

な
言
語
支
援
や
文
化
教
育
を
行

い
な
が
ら
チ
ー
ム
に
組
み
込
む

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
多

様
性
と
質
が
向
上
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て

も
幅
広
い
価
値
あ
る
ケ
ア
が
実

現
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

経
営
者
が
判
断
す
る
こ
と
は

「
活
か
せ
る
領
域
・
強
み
」
の

策
定
、「
チ
ー
ム
」
設
置
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
人
介
護
職
員
と
外
国
人

介
護
職
員
の
関
係
性
も
経
営
者

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
量
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
互
い
の
文
化
の

違
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

は
、
双
方
の
強
み
を
尊
重
し
合

う
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
た
と
え
ば
、
定
期

的
な
交
流
や
情
報
共
有
の
場
を

設
け
る
、
異
文
化
理
解
の
研
修

を
実
施
す
る
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
際
の
早
期
解
決
の
仕
組
み

を
作
る
な
ど
の
具
体
策
が
効
果

的
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
職
員
の
安
心
感
・
や
り
が
い

を
高
め
、
離
職
率
の
低
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
の
活
用
も
介
護
現
場
の
質

向
上
や
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る

は
ず
で
す
。
経
営
者
は
最
新
の

技
術
導
入
を
積
極
的
に
検
討
す

る
と
同
時
に
、
職
員
に
対
し
て

適
切
な
教
育
を
行
い
「
デ
ジ
タ

ル
格
差
」
を
生
ま
な
い
よ
う
配

慮
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
外
国

人
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル

が
苦
手
な
職
員
も
同
じ
こ
と
。

段
階
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
要
り
ま
す

ね
。

　

経
営
者
の
視
点
で
ま
と
め
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
事
業
成

功
の
鍵
は
「
安
心
の
環
境
づ
く

り
」
と
「
多
様
な
人
材
の
包
括

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
集
約
さ

れ
ま
す
。
外
国
人
職
員
と
日
本

人
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
活
か

せ
る
領
域
・
強
み
」
を
活
か

し
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
施
策

と
し
て
言
葉
や
文
化
の
壁
を
越

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
や
役
割
の
明
確
化
、
適

正
な
評
価
制
度
の
構
築
が
必
須

で
す
。
加
え
て
技
術
導
入
に
よ

る
業
務
効
率
化
や
質
の
向
上
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本

で
も
言
わ
れ
て
い
る
「
○
○
 フ

ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
。
そ

れ
を
も
う
蹴
散
ら
す
く
ら
い
の

国
境
を
超
え
た
結
束
と
融
和
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
、
介
護
の
現

場
か
ら
世
の
中
に
訴
求
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
当
社
の
施
設

に
も
、
そ
う
い
え
ば
、
２
〜
３

人
い
た
か
な
。
そ
う
忘
れ
さ
せ

て
し
ま
う
ほ
ど
融
合
し
た
現
場

で
の
醸
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
そ
れ
っ
て
当

社
の
誇
り
、
自
慢
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
度
見
に
き
て

く
だ
さ
い
。　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

Ｎ
Ｙ
の
感
謝
祭
の
風
物
詩
、

老
舗
デ
パ
ー
ト
の
メ
イ
シ
ー
ズ

主
催
の
今
年
の
パ
レ
ー
ド
に
新

た
に
参
加
す
る
４
体
の
巨
大
バ

ル
ー
ン
の
テ
ス
ト
浮
遊
が
１

日
、
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
た
。
今
年
で
99

回
目
と
な
る
パ
レ
ー
ド
に
は
映

画
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

宇
宙
服
を
着
た
バ
ズ
・
ラ
イ
ト

イ
ヤ
ー
（
バ
ズ
）、
１
９
８
０

年
代
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
一

世
を
風
靡
し
今
年
で
45
周
年
を

迎
え
る
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
の
パ

ッ
ク
マ
ン
、
発
売
か
ら
40
周
年

と
な
っ
た
任
天
堂
フ
ァ
ミ
コ
ン

の
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
マ
リ
オ
、
癒
し
キ
ャ
ラ
の

緑
色
の
肌
の
怪
物
シ
ュ
レ
ッ
ク

が
新
た
に
加
わ
り
、
全
18
体
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
全

長
２
・
５
マ
イ
ル
の
パ
レ
ー
ド

を
飾
る
。

　

今
年
の
パ
レ
ー
ド
は
27
日

（
木
）
午
前
８
時
30
分
ス
タ
ー

ト
。
多
く
の
著
名
な
歌
手
や
俳

優
を
含
む
セ
レ
ブ
陣
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
出
演
者
、
Ｎ
Ｙ
シ
テ

ィ
ー
バ
レ
エ
団
プ
リ
ン
シ
パ

ル
、
ス
ケ
ー
ト
選
手
、
ラ
ジ
オ

シ
テ
ィ
ー
の
ロ
ケ
ッ
ツ
も
参
加

す
る
。Ｔ
Ｖ
放
映
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
。

パ
レ
ー
ド
出
演
者
な
ど
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

m
acysthanksgiving.

fandom
.com

/w
iki/

The_99th_Annual_
Macy%27s_Thanksgiving_
Day_Parade_(2025)

を

参

照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
平
之
内
美
穂
の
個

展
が
11
月
25
日
（
火
）
か
ら
29

日
（
土
）
ま
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー

変
え
て
表
現
し
た
作
品
６
点
を

展
示
す
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

29
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
。
入
場
無
料
。
正
午
か

ら
午
後
６
時
ま
で
（
27
日
は

休
廊
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・９
４
７
・６
１
０
０
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://ceresgallery.org/

を
参
照
す
る
。

の
セ
レ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

27
丁
目
５
４
７
番
地
２
０
１

号
）
で
開
催
さ
れ
る
。 

平
之

内
の
作
品
は
花
や
自
然
の
曲
線

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
、
そ
の
曲
線
を
画
面
上
に

自
由
に
配
置
す
る
抽
象
画
を
油

絵
の
具
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
表

現
。 

同
画
廊
に
て
２
回
目
の

個
展
と
な
る
今
回
は
、
平
之
内

自
身
が
自
然
な
曲
線
か
ら
感
じ

た
世
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
視
点
を

今
年
の
パ
レ
ー
ド
に

新
顔
が
試
験
浮
遊

THANKSGIVING DAY PARADE
スーパーマリオなど

平之内美穂
25 日から個展

「Beautiful World」

https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://neuroacuny.com/
https://www.samuraipapabk.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://qbhouseusa.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://ceresgallery.org/
https://ceresgallery.org/
https://ceresgallery.org/
macysthanksgiving.fandom.com/wiki/The_99th_Annual_Macy%27s_Thanksgiving_Day_Parade_(2025)
macysthanksgiving.fandom.com/wiki/The_99th_Annual_Macy%27s_Thanksgiving_Day_Parade_(2025)
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世界的なピアノ産業で成長
ディトマース・スタインウェイ

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
デ
ィ
ト
マ
ー

ス
・
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
地
区
北

部
は
、
広
大
な
コ
ン
・
エ
デ
ィ

ソ
ン
（
電
力
会
社
）
施
設
な
ど

が
あ
る
産
業
エ
リ
ア
で
す
が
、

19
世
紀
頃
の
景
色
は
全
く
違

い
、
ピ
ア
ノ
で
有
名
な
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
家
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
連

一
色
の
地
区
で
し
た
。

No.10

　

ド
イ
ツ
系
移
民
の
創
業
者
ヘ

ン
リ
ー
・
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
が

始
め
た
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・

ピ
ア
ノ
」
工
場
が
あ
り
、
息
子

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
経
営
時
に
一
層

発
展
し
ま
す
。
多
く
の
技
術
革

新
や
特
許
取
得
を
し
、
世
界
的

な
高
級
ピ
ア
ノ
ブ
ラ
ン
ド
に
成

長
。
そ
し
て
、
ピ
ア
ノ
工
場
の

み
な
ら
ず
、
近
隣
に
工
場
労
働

者
向
け
の
住
宅
、
教
会
、
図
書

館
、
学
校
（
キ
ン
ダ
ー
）、
公

園
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
理

想
的
な
労
働
環
境
を
目
指
し
た

産
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、

約
４
０
０
エ
ー
カ
ー
の
「
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
も

作
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ェ
リ
ー
で
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
か
ら
行
け
る
海
辺
の

家
族
向
け
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

「
ノ
ー
ス
・
ビ
ー
チ
遊
園
地
」

を
１
８
９
６
年
に
開
業
。
こ
こ

は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
コ
ニ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
言
わ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト

地
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

１
９
２
０
年
代
後
半
頃
に
は
次

第
に
衰
退
。
今
そ
の
跡
地
は
ラ

ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
Ａ
周
辺
で
す
。

　

加
え
て
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区

と
の
交
通
手
段
の
必
要
性
か

ら
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
下
に

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ト
ン
ネ

ル
」
を
作
り
、
１
９
１
５
年
に

地
下
鉄
が
開
業
。
現
在
は
地
下

鉄
7
号
線
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
か
ら
ハ
ン
タ
ー
・
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
間
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
家
は
、
小

高
い
場
所
に
建
つ
「
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に

１
８
７
０
年
か
ら
１
９
２
０
年

代
ま
で
居
住
。
米
国
国
家
歴
史

登
録
財
で
Ｎ
Ｙ
市
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
す
が
、
現
在
は
私
有
地
で

あ
り
非
公
開
。
か
つ
て
は
広
大

な
敷
地
内
に
あ
っ
た
こ
の
邸
宅

は
、
産
業
地
区
の
中
で
ひ
っ
そ

り
と
佇
ん
で
い
ま
す
。

　

創
業
家
に
よ
る
ピ
ア
ノ
会
社

経
営
は
１
９
７
２
年
に
終
息
し

て
い
ま
す
が
、
ピ
ア
ノ
事
業
、

産
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
遊
園
地

に
ト
ン
ネ
ル
と
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
で
ビ
ジ
ネ
ス
手
腕
を
発
揮

し
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
家
は
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ア
ス
ト
リ

ア
の
発
展
に
影
響
を
与
え
た
そ

う
で
す
。

　

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
マ
ン
シ

ョ
ン
ま
で
は
最
寄
り
地
下
鉄
駅

か
ら
徒
歩
20
〜
25
分
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵
庫
県
明
石
市
出
身
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
。
週
末
の

街
歩
き
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
未

知
な
る
Ｎ
Ｙ
市
内
を
元
気
に
探

索
中
。

　

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

旅
行
関
連
の
格
付
け
で
知
ら
れ

る
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
ト
ラ
ベ
ル
ガ

イ
ド
は
10
月
21
日
、
２
０
２
５

年
度
「
世
界
の
航
空
会
社
・
空

港
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
。
米

国
内
で
は
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

が
２
年
連
続
で
１
位
に
選
ば
れ

た
。
同
空
港
は
以
前
は
航
空
便

の
遅
延
や
キ
ャ
ン
セ
ル
、汚
臭
、

不
衛
生
、
飲
食
の
選
択
の
乏
し

さ
な
ど
悪
評
高
き
空
港
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
が
、
16
〜
22
年

の
80
億
ド
ル
を
投
じ
た
大
規
模

な
改
修
工
事
を
経
て
一
新
し

た
。
優
れ
た
空
港
を
表
彰
す
る

同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
「
ベ
リ
フ
ァ

イ
ド
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」

は
９
０
０
０
人
の
旅
行
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
専

門
科
が
審
査
し
た
。
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
空
港
に
つ
い
て
は
「
広
々

と
し
た
ゲ
ー
ト
空
間
、
最
先
端

の
建
築
、
Ｈ
＆
Ｈ
ベ
ー
グ
ル
ズ

や
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
な
ど
Ｎ
Ｙ
の

食
文
化
を
導
入
し
て
い
る
」
と

評
価
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
今
年
度
は
、
国
際

線
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
に
エ
ミ

レ
ー
ツ
航
空
、
米
航
空
会
社
１

位
に
デ
ル
タ
航
空
、
世
界
の
空

港
１
位
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
チ

ャ
ン
ギ
国
際
空
港
な
ど
が
選
ば

れ
た
。

ランキングの詳細はウェブサイト
https://www.forbes.com/sites/

forbestravelguide/2025/10/20/the-worlds-best-
airlines-airports-2025-forbes-travel-guide-

verifi ed-air-travel-awards/を参照する。

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

２
年
連
続
で
国
内
ト
ッ
プ

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.forbes.com/sites/forbestravelguide/2025/10/20/the-worlds-best-airlines-airports-2025-forbes-travel-guide-verified-air-travel-awards/
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
ば
け
ば
け
』
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
小
泉
セ
ツ
と
八
雲
の
、
小

泉
八
雲
記
念
館
館
長
で
ひ
孫
に

あ
た
る
小
泉
凡
さ
ん
の
口
か
ら

語
ら
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト

リ
ー
。
柔
ら
か
な
語
り
口
が
心

地
よ
く
、
小
泉
セ
ツ
と
八
雲
か

ら
広
が
る
家
族
の
、
愛
情
の
深

さ
が
伝
わ
る
良
書
。

　

ド
ラ
マ
で
は
、
八
雲
は
癇
癪

持
ち
で
、
つ
ぶ
れ
た
片
目
を
隠

そ
う
と
も
し
な
い
、
好
奇
心
が

先
走
る
厄
介
な
西
洋
人
と
し
て

登
場
す
る
が
、
そ
れ
に
は
彼
の

生
い
立
ち
に
理
由
が
あ
る
よ
う

だ
。

　

幼
い
頃
の
両
親
の
離
婚
で
、

家
族
愛
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
八

雲
は
、
大
叔
母
と
暮
ら
し
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
、
神
話
の
世
界

に
孤
独
な
心
を
慰
め
な
が
ら

も
、
快
活
な
少
年
だ
っ
た
そ
う

だ
。
し
か
し
16
歳
で
片
目
を
怪

我
で
失
い
、
17
歳
で
大
叔
母
の

破
産
で
後
ろ
盾
を
失
っ
た
こ

と
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
ホ
ー
ム

レ
ス
の
よ
う
な
暮
し
を
し
て

い
た
が
、
身
を
立
て
る
べ
く
、

１
８
６
９
年
に
単
身
19
歳
で
移

民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
。
ま
た
し
て
も
暫
く
は
ホ
ー

ム
レ
ス
同
然
の
暮
し
を
し
て
い

た
が
、
や
が
て
オ
ハ
イ
オ
州
シ

ン
シ
ナ
テ
ィ
で
新
聞
記
者
と
な

っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
八
雲
は
、
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
で
や
っ
と
掴
ん
だ
新
聞

社
で
の
仕
事
を
ク
ビ
に
な
っ
て

い
る
。
理
由
は
、
当
時
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
た
黒
人
女
性
と
の

結
婚
だ
。
仕
事
は
す
ぐ
別
の
新

聞
社
で
得
ら
れ
た
が
、
今
度
は

結
婚
の
方
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
。
27
歳
。
這
い
上
が
る
よ

う
に
、
や
っ
と
自
分
の
力
で
掴

ん
だ
幸
せ
が
、
掌
で
砕
け
る
。

社
会
が
、
世
間
が
、
八
雲
を
こ

れ
で
も
か
と
打
ち
の
め
す
。
離

婚
を
き
っ
か
け
に
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
に
移
り
住
み
、
そ
の
地
で

日
本
文
化
に
出
会
う
。

　

ひ
孫
の
凡
さ
ん
は
、「
ど
ん

な
に
辛
く
て
も
へ
こ
た
れ
ず
、

自
暴
自
棄
に
な
ら
ず
、
非
行
に

も
走
ら
な
か
っ
た
八
雲
に
は
、

日
向
性
が
宿
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
セ
ツ
と
同
じ
性
質
も
の
で

あ
っ
た
」
と
言
う
。

　

本
書
で
は
八
雲
の
生
い
立
ち

に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
け
れ
ど
、
八
雲
が
な
ぜ
出
雲

に
た
ど
り
着
き
、
セ
ツ
と
出
会

い
、
そ
し
て
惹
か
れ
合
っ
た
の

か
を
推
し
量
る
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
彼
の
来
し
方
を
知
る
し
か

な
い
。

　

セ
ツ
も
流
さ
れ
て
夫
婦
に
な

っ
た
の
だ
と
短
慮
に
思
わ
れ
る

の
は
、
あ
ま
り
に
切
な
い
。
セ

ツ
に
は
セ
ツ
の
人
と
な
り
が
あ

り
、
ま
た
願
い
が
あ
っ
た
は
ず

だ
。
江
戸
か
ら
明
治
の
時
代
へ

代
わ
っ
た
ば
か
り
の
松
江
の
武

家
に
生
ま
れ
、
家
が
没
落
し
て

い
く
様
を
見
な
が
ら
、
如
何
に

し
て
家
族
と
な
っ
て
い
っ
た
の

か
は
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。　

　

八
雲
は
島
根
で
教
鞭
を
取
っ

た
後
、熊
本
で
も
教
師
と
な
り
、

そ
の
後
東
京
帝
国
大
学
で
英
文

学
を
教
え
る
が
、
わ
ず
か
7
年

で
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

後
任
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
っ
て

き
た
ば
か
り
の
夏
目
漱
石
で
、

そ
の
重
責
に
大
い
に
酒
を
飲
ん

で
悔
や
ん
だ
と
い
う
。
伝
説
的

な
八
雲
の
授
業
が
、
学
生
た
ち

の
ノ
ー
ト
に
奇
跡
的
に
残
さ
れ

『
小
泉
八
雲 

東
大
講
義
録
』
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
八
雲

は
優
秀
な
学
生
に
『
ア
ン
デ
ル

セ
ン
童
話
』
の
英
語
訳
本
を
贈

っ
て
い
た
そ
う
だ
。確
か
に『
マ

ッ
チ
売
り
の
少
女
』
は
猟
奇
的

だ
。

　

死
の
床
に
あ
っ
た
八
雲
が
、

セ
ツ
に
告
げ
る
別
れ
の
言
葉
が

胸
を
裂
く
。「
悲
し
む
、
私
喜

ぶ
な
い
で
す
。
あ
な
た
、
子
供

と
カ
ル
タ
し
て
遊
ん
で
下
さ

い
。
如
何
に
私
そ
れ
を
喜
ぶ
」。

残
さ
れ
る
妻
と
子
供
た
ち
を
慰

め
る
八
雲
。
セ
ツ
の
す
す
り
泣

く
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。
目
に
見
え
な
い
も
の
を
愛

し
、
そ
し
て
愛
さ
れ
る
セ
ツ
と

八
雲
。
散
歩
が
て
ら
に
、
出
雲

に
会
い
に
行
こ
う
か
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 ラフカディオ・ハーンと日本
小泉 凡・著
 朝日新書・刊

■光のとこにいてね（一穂ミチ、文春文庫）小学校に通う
医師の娘の結珠。水曜日になると結珠は母と古い団地に行
く。母がそこで知らないおじさんと会うのを一人待つのだ。
そこで出会った果遠と仲良くなるが、結珠の母親の事情で
団地に来ることがなくなった。『光のとこにいてね』と結
珠が果遠に約束する。友情か恋愛か。魂のレベルで繋がる
2人の物語。■まろ丸伊勢参り（畠中恵、角川書店）大坂
の裕福な大店・花沢屋が流行病で跡取りを亡くし、養子を
迎えることになった。白羽の矢が立ったのは花沢屋の親戚
筋にあたる結。花沢屋は結に伊勢まで来てほしいという。
不安に思った母親は結の叔父・九郎は結と眉毛がまろの仔
犬のまろ丸、乳母のお加津、荷物持ちの平八とともに伊勢
へと向かう。■ドュルーズの哲学原理（国分功一郎、講談
社学術文庫）フランス現代思想は難解である。特にジル・
ドゥルーズはその最高峰だ。そのドゥルーズを簡潔に読み
とく著者の哲学者・國分功一郎は、わかりやすい解説書に
ありがちな超訳は一切ない。「20世紀最後の哲学者」の方
法と対象を精緻に分析し、その核心と実践的意義に迫る。
■大日の使徒（川越宗一、PHP）ザビエルを日本へ連れて
来た男、通訳のヤジロウが主人公。ザビエルが伝道に際し
デウスを大日如来、マリアを観音、パライソを極楽とヤジ
ロウが訳した。そのためキリスト教を仏教の一派と誤解さ
れて教えが広まった。意外な形で生まれた大日を信じる異端のキリシタンを
救うため奮闘する。■潜入捜査　覆面刑事１（南英男、光文社文庫）元 SAT
教官で警視庁組織犯罪対策部第2課の潜入刑事である久世隼人が新種麻薬の
特捜を命じられた途端、恋人の由華が何者かに拉致された。由華の行方を追
いながら麻薬の動向を探るうち、コロンビア人、イラン人のバイヤーに突き
当たる。元警視庁SATの特捜刑事が潜入して活躍するシリーズが改題されて
再リリース。■進め！僕の姉ちゃん（益田ミリ、幻冬舎文庫）雑誌『an an』
で現在も連載中で、アマゾンプライムでドラマ化もされた人気シリーズ第５
弾。独特の絵のタッチで、今宵もしっかり者の姉とおっとり弟とのユーモラ
スな会話劇が繰り広げられる。書き下ろし3編を含むコミック本。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

友
情
か
愛
情
か
そ
れ
以
上
の
関
係
。眉
毛
が
ま
ろ
の
仔
犬
と
お
伊
勢
参
り
。哲
学
者
ド
ゥ

ル
ー
ズ
を
読
み
解
く
。
大
日
を
信
じ
る
異
端
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
救
う
。
元
警
視
庁
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
特
捜
刑
事
が
潜
入
。
姉
弟
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
会
話
劇
を
楽
し
む
コ
ミ
ッ
ク
本
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

嵐
の
夜
、
５
つ
の
木
箱
が
無

人
島
に
流
れ
つ
い
た
。
中
に
は

ど
れ
も
新
品
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
一

体
ず
つ
入
っ
て
い
た
が
、
壊
れ

ず
に
無
事
だ
っ
た
の
は
一
体
だ

け
だ
っ
た
。
偶
然
ス
イ
ッ
チ
が

入
り
起
動
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
ロ

ズ
は
、
島
で
生
き
る
た
め
に
野

生
動
物
た
ち
を
観
察
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
。

は
じ
め
は
ロ
ズ
を
怪
物
よ
ば
わ

り
し
て
い
た
動
物
た
ち
だ
っ
た

が
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
雁（
が

ん
）
の
赤
ち
ゃ
ん
の
母
親
が
わ

り
と
な
っ
た
ロ
ズ
が
子
育
て
に

孤
軍
奮
闘
す
る
姿
を
見
て
、
し

だ
い
に
打
ち
解
け
て
い
く
。
飛

び
方
や
水
浴
び
を
教
え
た
り
、

す
っ
か
り
小
さ
な
鳥
の
母
親
と

な
っ
た
ロ
ズ
の
も
と
に
、
あ
る

日
、
不
気
味
な
飛
行
船
が
や
っ

て
く
る
。

　

２
０
１
６
年
に
出
版
さ
れ
た

こ
の
児
童
文
学
を
原
作
に
、
24

年
に
は
ア
ニ
メ
映
画
『
野
生
の

島
の
ロ
ズ
』
が
公
開
。
自
分
が

錆
び
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も

最
後
ま
で
母
親
を
務
め
よ
う
と

す
る
ロ
ズ
の
姿
に
涙
な
く
し
て

は
見
ら
れ
な
い
作
品
。
日
本
語

で
読
む
な
ら
『
野
生
の
ロ
ボ
ッ

ト
』（ 

福
音
館
書
店
）。（
高
田
）

ロ
ボ
ッ
ト
と
生
き
も
の
た
ち
の
共
生

 『The Wild Robot』
Written by  Peter Brown

Published by  Little, Brown Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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滋
賀
県
の
琵
琶
湖
北
部
の

島
、
竹
生
島
明
神
と
弁
才
天
が

宝
厳
寺
と
都
久
夫
須
麻
神
社
に

分
か
れ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
明
治
時
代
初
期
の
神

仏
分
離
令
以
降
の
こ
と
。
そ
れ

ま
で
竹
生
島
で
は
平
安
時
代
か

ら
近
世
ま
で
神
仏
習
合
の
信
仰

が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
物

語
る
よ
う
に
、
寺
の
本
堂
で
あ

る
観
音
堂
は
直
接
2
本
の
渡
り

廊
下
で
都
久
夫
須
麻
神
社
の
本

殿
と
結
ば
れ
、
両
者
が
も
と
も

と
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
、

神
亀
元
年(

７
２
４
年)

宝
厳

寺
は
開
山
し
た
僧
の
行
基
に
よ

り
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
、
万

民
豊
楽
の
た
め
開
創
さ
れ
た
。

天
平
三
年(

７
３
１
）
聖
武
天

皇
の
夢
枕
に
大
内
裏
に
示
現

し
、
天
皇
の
命
に
よ
り
行
基

が
天
照
大
神
の
長
男
に
あ
た

る
天
忍
穂
耳
命(

あ
め
の
ほ
し

ほ
み
み
の
み
こ
と)

と
大
己
貴

命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と)

＝
大
国
主
命
ら
を
祀
っ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
弁
財
天
の

由
縁
は
、
仁
明
天
皇
の
承
知
元

年(

８
３
４)

に
慈
覚
太
師
が

久
し
く
眼
病
を
患
っ
て
悩
ん
で

い
る
と
天
女
が
枕
元
に
立
っ
て

「
我
こ
そ
竹
生
島
の
弁
財
天
で

あ
る
が
、
こ
の
薬
を
用
い
よ
。

そ
し
て
我
が
姿(

小
像)

を
こ

こ
に
残
し
て
置
く
か
ら
こ
れ
を

竹
生
島
に
祀
れ
よ
」
と
告
げ
ら

れ
、
目
が
さ
め
て
与
え
ら
れ
た

薬
を
服
用
す
る
と
眼
病
は
立
ち

ど
こ
ろ
に
平
癒
し
た
。
感
激
し

た
慈
覚
大
師
が
竹
生
島
に
祀
っ

た
そ
の
御
本
尊
と
な
る
弁
財
天

像
は
身
丈
約
18
セ
ン
チ
の
秘
仏

と
い
わ
れ
、
普
段
は
非
公
開
で

60
年
に
一
度
公
開(

次
回
の
開

帳
は
２
０
３
７
年)

さ
れ
る
と

い
う
。
現
在
お
寺
に
行
く
と
拝

め
る
弁
財
天
は
そ
の
分
身
に
あ

た
る
。
ま
た
宝
厳
寺
は
日
本
三

大
弁
財
天
の
中
で
も
最
も
古
い

歴
史
を
持
つ
こ
と
か
ら
唯
一
大

弁
財
天
と
称
さ
れ
る
。「
江
ノ

島
与
願
寺
」(

現
在
の
江
ノ
島

神
社
の
前
身)
、「
宮
島(

厳
島

神
社)

」
も
竹
生
島
の
影
響
を

受
け
て
創
建
さ
れ
多
く
の
武
将

や
人
々
か
ら
信
仰
を
集
め
て
、

さ
ら
に
そ
の
影
響
は
各
地
の
弁

財
天
へ
と
広
が
っ
た
。
宝
厳
寺

は
中
世
、
豊
臣
秀
頼
に
よ
る
火

災
後
の
復
興
が
あ
っ
た
が
、
明

治
時
代
の
神
仏
分
離
で
し
ば
ら

く
本
堂
が
失
わ
れ
た
状
態
が
続

く
も
信
者
の
強
い
要
望
な
ど
が

あ
り
廃
寺
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
き
て
１
９
４
２
年
に
現
在
の

本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
本

尊
で
あ
る
弁
財
天
は
、『
弁
天

5
部
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』

な
ど
か
ら
推
す
と
八
臂
弁
財
天

で
、
そ
の
手
に
は
矛
・
宝
珠
・

輪
宝
・
弓
・
宝
杵
・
鍵
・
矢
・

剣
を
も
ち
、
頭
に
は
宝
冠
を
戴

く
宇
賀
神
、
鳥
居(

な
い
場
合

も)

を
頭
上
に
載
せ
た
日
本
独

特
の
宇
賀
神
弁
才
天
と
な
る
。

そ
の
手
に
も
つ
輪
宝
は
元
は
イ

ン
ド
の
神
様
の
宝
物
で
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
か
ら
身
を

守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

津
延
美
衣(

つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 
ア

ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化

な
ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を

描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ

ロ

グ
：http//mijikan.blogspot.

com/ 

94

縁
起
物
と
宝
石
「
琵
琶
湖
の
竹
生

島
八
臂
弁
財
天
（
宝
厳
寺
）」
14

輪宝ペンダント　１８k 

　

佐
藤
栞
さ
ん
は
、
東
京
都
小

金
井
市
出
身
で
、
バ
ン
タ
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
を
卒
業
後
、
現

在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。
来
米
し
て

４
年
、
こ
の
間
に
ヴ
ォ
ー
グ
、

ロ
フ
ィ
シ
ェ
ル
、
エ
ル
な
ど
一

流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
現
場
で
メ
イ
ク
を
担

当
、
既
に
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
。
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
通
し

て
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
や
「
作

品
全
体
の
空
気
感
」
を
表
現
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と

い
う
。

　

佐
藤
さ
ん
が
考
え
る
「
そ
の

人
ら
し
さ
」
と
は
、
作
品
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
│
│
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
ー
、
ス
タ
イ
リ
ス

ト
、
モ
デ
ル
、
ヘ
ア
、
メ
イ
ク

な
ど
│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
「
か
っ

こ
い
い
」
や
「
こ
だ
わ
り
」
が

作
品
の
中
に
自
然
に
息
づ
い
て

い
る
こ
と
だ
。
チ
ー
ム
全
員
の

頭
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
や
感

性
を
、
ひ
と
つ
の
世
界
観
と
し

て
ど
う
形
に
し
て
い
く
か
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
「
そ
の
人

ら
し
さ
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

ま
た「
作
品
全
体
の
空
気
感
」

と
は
、
関
わ
る
全
員
の
や
り
た

い
こ
と
を
た
だ
詰
め
込
む
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

ど
う
美
し
く
調
和
さ
せ
、
ひ
と

つ
の
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
る

か
と
い
う
こ
と
。
時
に
は
意
見

の
衝
突
も
あ
る
が
、
そ
の
中
で

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
探
り
、
み

ん
な
が
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思

え
る
作
品
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い

る
。

　
「
チ
ー
ム
で
作
品
を
つ
く
る

と
き
、
全
員
の
意
見
や
想
い
を

形
に
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
試

行
錯
誤
の
末
に
『
こ
れ
、
ほ
ん

と
に
か
っ
こ
い
い
ね
』
と
全
員

が
同
じ
瞬
間
に
感
じ
ら
れ
た
と

き
、
そ
こ
に
は
言
葉
に
な
ら
な

い
感
動
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の

瞬
間
に
立
ち
会
う
た
び
に
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
ひ
と
つ
の

『
か
っ
こ
い
い
』
を
作
り
上
げ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
す
」
と
話
す
。

　

メ
イ
ク
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
高
校
3
年
生
の
と
き
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
に
所
属
し
て
い
て
、
メ
イ
ク

を
す
る
習
慣
は
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
と
い
う
。部
を
引
退
し
て
、

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
こ
ろ
、

自
然
と
メ
イ
ク
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
そ
の
と
き
に
「
メ
イ

ク
っ
て
こ
ん
な
に
印
象
や
雰
囲

気
を
変
え
ら
れ
る
ん
だ
」
と
強

く
感
じ
た
。
そ
こ
か
ら
一
気
に

夢
中
に
な
っ
て
「
な
ん
て
い
う

か
、
ま
さ
に
目
覚
め
た
よ
う
な

感
覚
で
し
た
ね
」。

　

そ
ん
な
と
き
、
母
と
の
会
話

で
「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
っ
て
ど
う
？
」
と
何
気
な

く
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
に
興
味

を
持
っ
て
調
べ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
翌
年
、
バ
ン
タ
ン
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
へ
進
学
し
た
。

　
「
私
は
、
メ
イ
ク
に
は
正
解

が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
正

解
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
分
が

何
を
し
た
い
の
か
、
自
分
が
好

き
だ
と
思
え
る
こ
と
、
か
っ
こ

い
い
と
感
じ
る
表
現
を
追
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
ア
ー
ト
や
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
通
じ
ま
す
。

作
品
を
つ
く
る
た
び
に
『
こ
う

す
れ
ば
よ
か
っ
た
』
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
次

に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
大
切

な
過
程
で
す
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
現
場
に
入
る
こ
と
も
多

く
、
学
び
の
途
中
に
あ
り
ま
す

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
多

様
な
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
で
刺
激

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
な
り
の

表
現
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
完

璧
で
は
な
く
て
も
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
成
長
し
な
が
ら
、
自
分

に
し
か
で
き
な
い
『
美
し
さ
の

形
』
を
見
つ
け
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

メイクアップアーティスト

佐藤 栞 さん
　さとう　しおり

チ
ー
ム
で
創
り
出
す
「
か
っ
こ
よ
さ
」
の
感
動
大
切
に

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
https://www.youtube.com/watch?v=XPZ3PbCywvc
http://www.yamagatadental.net/
tel:18778852726
http://www.idocenter.com
https://mijikan.blogspot.com/
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
中
学
部
は
10
月

25
日
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
で
秋
の
遠
足
を
実
施
し
た
。

朝
の
冷
え
込
み
に
反
し
て
生
徒

た
ち
は
元
気
に
集
ま
り
、
正
面

階
段
前
で
集
合
写
真
を
撮
影
し

た
の
ち
、
学
年
ご
と
に
見
学
を

開
始
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
を
代
表
す
る
世
界
的
な

美
術
館
で
の
見
学
は
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
芸
術
と
文
化
を
身

近
に
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。
ど
の
学
年
も
ア
ジ
ア
美

術
の
展
示
を
訪
れ
、
日
本
や
東

ア
ジ
ア
の
美
術
品
を
通
し
て
、

自
ら
の
文
化
的
な
ル
ー
ツ
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
社
会

科
教
師
の
案
内
の
も
と
、
展
示

品
の
背
景
や
歴
史
に
つ
い
て
質

疑
応
答
を
行
う
場
面
も
あ
り
、

日
常
の
学
び
と
現
地
体
験
が
自

然
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
色
彩
の

美
し
さ
や
、
翡
翠
の
食
器
の
繊

細
な
色
合
い
、
武
器
や
甲
冑
の

重
厚
な
造
形
な
ど
、
一
つ
ひ
と

つ
の
作
品
が
生
徒
た
ち
の
感
性

を
刺
激
し
た
。
昼
食
は
光
あ
ふ

れ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
と
り
、

感
想
を
語
り
合
う
姿
も
見
ら
れ

た
。
多
様
な
文
化
が
交
わ
る
都

市
Ｎ
Ｙ
で
日
本
語
を
学
び
な
が

ら
世
界
を
学
ぶ
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
今
回

の
遠
足
は
ま
さ
に
「
文
化
を
つ

な
ぐ
学
び
」
の
実
践
の
場
と
な

っ
た
。

メトロポリタン美術館へ
育英サタデーの中学生

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
）
で
10
月
26
日
、
父
母
会

主
催
「
燦
燦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
前
田
文
夫
先

生
に
よ
る
講
演
会
「
進
路
と
は

自
分
探
し
の
旅 

〜
21
世
紀
を

ど
う
生
き
る
？
〜
」
が
開
催
さ

れ
た
。
前
田
先
生
は
、
本
紙
連

載
で
お
馴
染
み
の
作
家
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
冷
泉
彰
彦
と
し

て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
同
校

高
等
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務
め

て
い
る
。

　

講
演
は
、
中
学
部
生
徒
と
保

護
者
を
対
象
に
、
21
世
紀
と
い

う
未
知
の
世
界
を
ど
う
旅
し
て

ゆ
く
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画

さ
れ
た
。
冒
頭
で
は
、
変
化
の

激
し
い
時
代
を
生
き
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
「
５
年
後
、
10
年

後
は
こ
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
」
と
常
に
予
測
す
る
習
慣
を

持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ

た
。
急
速
に
進
化
す
る
Ａ
Ｉ
技

術
の
時
代
の
中
で
「
Ａ
Ｉ
に
使

わ
れ
る
側
で
は
な
く
、
人
間
の

脳
が
持
つ
複
雑
さ
や
豊
か
さ
を

生
か
す
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
」

と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
か

つ
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
現
代

社
会
で
の
進
路
の
考
え
方
に
つ

い
て
も
紹
介
。
将
来
、
ア
メ
リ

カ
か
日
本
か
と
い
う
単
純
な
選

択
に
と
ど
ま
ら
ず
「
自
分
は
何

を
し
た
い
の
か
」「
社
会
と
ど

う
関
わ
り
合
い
た
い
の
か
」
を

考
え
る
こ
と
、
自
主
性
や
セ
ル

フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る

こ
と
の
必
要
性
が
伝
え
ら
れ

た
。

　
「
自
分
探
し
」
と
は
、
ど
こ

か
に
帰
属
す
る
こ
と
で
も
、
地

位
や
階
層
を
得
た
り
、
居
場
所

を
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
の
特
性
を
活
か
し

て
進
む
方
向
を
決
め
る
こ
と
だ

と
述
べ
た
。
講
演
の
締
め
く
く

り
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
の

未
来
に
希
望
を
持
ち
、
自
分
の

特
質
を
活
か
し
た
進
路
を
切
り

拓
い
て
い
け
る
よ
う
、
前
田
先

生
か
ら
温
か
い
激
励
の
言
葉
が

送
ら
れ
た
。
加
え
て
「
日
本
語

を
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
呼
び
か

け
、
生
徒
た
ち
に
学
び
続
け
る

意
欲
を
促
し
た
。
講
演
を
通
し

て
、
生
徒
た
ち
は
自
分
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
る
大
切
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

大
空
の
仕
事
を
学
ぶ

Ａ
Ｎ
Ａ
航
空
教
室
NY日本人学校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
４
〜

６
年
生
が
、
全
日
本
空
輸
（
Ａ

Ｎ
Ａ
）
職
員
に
よ
る
「
航
空
教

室
」
に
参
加
し
た
。
こ
の
航
空

教
室
は
、
子
供
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
自
分
の
将
来
を
考
え
る
き

っ
か
け
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、現
職
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、

整
備
士
、客
室
乗
務
員（
Ｃ
Ａ
）、

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
職

員
と
一
緒
に
、
制
服
を
着
用
し

た
児
童
が
登
場
。
そ
の
後
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
フ
ラ
イ
ト
前
に
ど
の

よ
う
な
確
認
を
し
て
い
る
か
、

整
備
士
が
安
全
運
航
を
支
え
る

た
め
に
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い

る
か
、
客
室
乗
務
員
が
乗
客
に

安
心
と
快
適
を
届
け
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
か
、
な
ど
の
話
が
紹
介
さ

れ
た
。
子
供
た
ち
は
大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
飛

行
機
の
映
像
や
写
真
を
見
な
が

ら
、
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

て
い
た
。
途
中
に
は
ク
イ
ズ
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
取
り
入
れ

ら
れ
「
飛
行
機
の
重
さ
は
象
何

頭
分
か
」「
フ
ラ
イ
ト
中
に
雷

雲
が
あ
っ
た
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

ど
う
す
る
か
」
と
い
っ
た
問
題

に
、
子
供
た
ち
は
積
極
的
に
手

を
挙
げ
て
答
え
て
い
た
。
驚
き

の
答
え
に
子
供
た
ち
は
感
嘆
の

声
を
あ
げ
た
。

 　
実
際
の
現
場
で
働
く
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
直
接
話

を
聞
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た

今
回
の
「
航
空
教
室
」。
子
供

た
ち
は
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ

や
責
任
感
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
学
び
、
未
来
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
き

っ
か
け
を
得
た
よ
う
だ
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

前
田
先
生
が
進
路
語
る

　

航
空
教
室
の
あ
と
、
全

日
空
の
社
員
と
記
念
写
真

撮
影
す
る
生
徒
た
ち

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
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「
日
本
の
文
化
を
担
う
世
代

を
育
て
る
」
こ
と
を
理
念
と

し
て
い
るAlto

日
本
語
補
習

校
（
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
３
７
０

番
地
１
８
０
４
号
室
）
が
入
学

説
明
会
を
開
催
す
る
。
日
程

は
、
小
・
中
学
部
の
部
が
11
月

15
日
（
土
）
午
後
4
時
か
ら
午

後
5
時
30
分
ま
で
、
幼
児
部
が

16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

前
10
時
50
分
ま
で
で
、Zoom

ま
た
は
対
面
で
の
参
加
が
可

能
。
参
加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://alto-edu.com/

xfefousingle-grade-class 

か

ら
申
し
込
む
。 

　

同
校
で
は
２
０
２
６
年
度
よ

り
「
学
年
別
ク
ラ
ス
」
を
新
た

に
開
設
す
る
（
初
年
度
は
小
学

1
〜
3
年
生
の
み
）。
こ
の
学

年
別
ク
ラ
ス
で
は
、
学
習
内
容

を
よ
り
効
果
的
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、「
反
転
授
業
」

を
導
入
す
る
。反
転
授
業
と
は
、

こ
れ
ま
で
の「
学
校
で
授
業（
イ

ン
プ
ッ
ト
）↓
家
庭
で
宿
題（
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
）」
と
い
う
流
れ

を
反
転
さ
せ
、「
家
庭
で
事
前

に
知
識
を
学
ぶ（
イ
ン
プ
ッ
ト
）

↓
学
校
で
定
着
・
応
用
・
活
用

す
る
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）」
を

行
う
学
習
方
法
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
月
曜
に
新
し
い
学
習

内
容
の
知
識
事
項
を
学
ぶ
た
め

の
授
業
を
実
施
す
る
。
こ
の
授

業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
か

ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
講
す
る

か
、
後
日
配
信
さ
れ
る
ア
ー
カ

イ
ブ
動
画
を
視
聴
す
る
。
知
識

事
項
を
習
得
し
た
状
態
で
、
土

曜
の
ク
ラ
ス
に
参
加
す
る
。
事

前
に
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
終

わ
っ
て
い
る
た
め
、
土
曜
の
ク

ラ
ス
で
は
、
単
な
る
知
識
の
解

説
に
時
間
を
割
く
必
要
が
な
く

な
り
、
よ
り
発
展
的
な
学
習
や

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
時
間
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
般
的
な
補
習
校
の
学
習
に

お
い
て
は
、
短
い
土
曜
の
授
業

時
間
で
1
年
分
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
詰
め
込
む
こ
と
に
よ
り
、

学
習
内
容
が
十
分
に
定
着
し
な

い
ま
ま
次
の
学
年
に
進
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
途
中
で
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
課
題

が
生
じ
て
い
た
。Alto

日
本
語

補
習
校
で
は
、 

こ
れ
ま
で
「
自

由
進
度
学
習
」
と
い
う
形
で
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
学
習

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
こ

の
問
題
に
対
処
し
て
き
た
。
こ

の
度
「
反
転
授
業
の
学
年
別
ク

ラ
ス
」
を
新
設
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
同
時
に

学
習
内
容
の
定
着
も
実
現
す
る

新
し
い
学
習
の
形
を
提
案
す

る
。 

Alto 日本語補習校入
学
説
明
会
を
開
催

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）
は
1
日
、
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
野
口
晶
子

氏
に
よ
る
中
高
等
部
向
け
講

演
会
「
未
来
の
自
分
に“

ス
ゴ

イ
！”

っ
て
言
わ
れ
る
生
き
方 

〜
今
や
り
き
る
力
は
、
チ
ャ
ン

ス
を
掴
む
力
〜
」を
開
催
し
た
。

　

野
口
氏
は
『
子
育
て
の
ゴ
ー

ル
は
自
立
や
で
ぇ
〜
』（
文
芸

社
）
の
執
筆
者
で
、
現
在
は
ト

ラ
イ
ス
テ
ー
ト
地
区
を
中
心
に

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
3
年
前
ま
で
は

同
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
会
場
を
埋
め
た
約

１
０
０
人
の
中
高
等
部
生
徒
の

中
に
は
、
野
口
氏
の
教
え
子
も

多
く
見
ら
れ
た
。

　

講
演
は
、
大
学
卒
業
後
に
教

員
を
志
し
な
が
ら
も
思
う
よ
う

に
就
職
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
こ

か
ら
世
界
を
旅
す
る
こ
と
で
視

野
を
広
げ
て
い
っ
た
野
口
氏
自

身
の
経
験
談
か
ら
始
ま
っ
た
。

各
国
で
出
会
っ
た
人
々
と
の
交

流
や
写
真
の
数
々
に
生
徒
た
ち

は
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾
け

て
い
た
。「
お
金
も
時
間
も
無

限
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

“

今”

を
ど
う
生
き
る
か
が
大

切
」
と
語
る
野
口
氏
は
、
海
外

か
ら
日
本
を
見
つ
め
直
し
た
体

験
を
通
し
て
得
た
気
づ
き
を
、

生
徒
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
た
。

　
「
な
ぜ
補
習
校
に
通
っ
て
い

る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い

か
け
に
、
生
徒
た
ち
は
「
将
来

の
た
め
」「
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス

を
広
げ
る
た
め
」
と
答
え
る
一

方
、「
補
習
校
に
通
え
て
い
る

皆
さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て

い
る
か
、
も
う
一
度
よ
く
考
え

て
、
こ
こ
で
の
時
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
」と
い
う
言
葉
に
は
、

多
く
の
生
徒
が
静
か
に
う
な
ず

い
て
い
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
多

く
の
手
が
挙
が
り
、
積
極
的
に

質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
最

後
に
生
徒
会
副
会
長
の
山
口
璃

愛
菜
さ
ん
が
「
野
口
先
生
の
旅

の
お
話
を
通
し
て
、
世
界
の
文

化
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
、
会
場
は
温

か
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
野
口

氏
の
講
演
を
通
し
て
、
生
徒
た

ち
は“

未
来
の
自
分
に
誇
れ
る

生
き
方”

と
は
何
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
を
得
る
貴
重
な
時
間

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で
講
演
会

「
未
来
の
自
分
に
誇
れ
る
生
き
方
」

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
野
口
さ
ん

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
10

月
31
日
、
毎
年
恒
例
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。

子
ど
も
達
は
こ
の
日
に
向
け
て

ど
ん
な
衣
装
に
し
た
い
か
、
ど

の
材
料
を
使
う
か
を
一
生
懸
命

に
考
え
て
作
っ
た
。
出
来
上
が

っ
た
衣
装
を
他
の
ク
ラ
ス
に
見

せ
に
い
く
と
、
そ
れ
を
見
た
子

も
衣
装
を
着
け
て
お
互
い
に
見

せ
合
い
っ
こ
。
友
達
の
作
っ
た

衣
装
を
み
て
、
も
っ
と
飾
り
た

い
と
再
度
取
り
組
む
姿
も
あ
っ

た
。
当
日
は
出
来
上
が
っ
た
衣

装
を
身
に
付
け
て
パ
ー
テ
ィ
ー

に
参
加
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
作
っ

た
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
し
っ
か
り
と

歩
く
子
、
恥
ず
か
し
そ
う
な
子

と
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
最
後

の
ポ
ー
ズ
は
ば
っ
ち
り
決
め
て

い
た
。
保
護
者
も
変
装
し
て
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し

た
。
年
長
組
は
お
化
け
屋
敷
作

り
に
も
取
り
組
ん
だ
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
後
は
、
ク
ラ

ス
に
用
意
さ
れ
た
ト
リ
ッ
ク
オ

ア
ト
リ
ー
ト
や
お
化
け
屋
敷
を

楽
し
ん
だ
。

ハロウィン
パーティー
開催

こどものくに幼稚園

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
10
月

31
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
集
会
を
行
っ
た
。
朝
、
教
職

員
が
仮
装
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

出
迎
え
た
バ
ス
か
ら
は
、
人
気

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
そ
れ
ぞ
れ

が
準
備
し
た
衣
装
で
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
降
り

て
き
た
。

　

今
年
初
め
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
る
児
童
生
徒
は

「
お
は
よ
う
」
の
声
が
か
か
る

と
恥
ず
か
し
そ
う
に
す
る
姿
が

あ
っ
た
。
児
童
生
徒
の
登
校
直

後
か
ら
学
校
は
一
気
に
楽
し
げ

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
１
日

仮
装
の
ま
ま
過
ご
す
た
め
、
個

性
豊
か
な
仮
装
の
ま
ま
真
剣
な

表
情
で
授
業
を
受
け
る
姿
は
微

笑
ま
し
か
っ
た
。

　

６
校
時
ま
で
の
授
業
が
終
了

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
を
し
た

児
童
生
徒
が
一
堂
に
集
ま
り
、

全
校
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
た

後
、
学
年
ご
と
に
集
合
写
真
を

撮
影
し
た
。
教
室
に
戻
り
、
Ｐ

Ｔ
Ｏ
役
員
が
準
備
し
た
記
念
品

を
担
任
教
師
か
ら
受
け
取
る

と
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
の
学

校
目
標
の
一
つ
「
ア
メ
リ
カ
社

会
を
理
解
し
よ
う
」
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
。
初
等
部
の
パ
ン

プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
つ
く
り

と
続
い
て
き
た
秋
の
行
事
が
終

わ
っ
た
。

ハロウィンイベント
NJ日本人学校で

仮装のまま１日楽しい授業

https://miray109.com/
mailto:ski@nyikuei.org
tel:2014616502
http://www.kodomony.org
https://jp.kennedyinternational.org/
https://alto-edu.com/xfefousingle-grade-class


2025年（令和 7年）11月 15日（土） ［教　育］　　（14  ）

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ケ
ネ
デ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
中
１

岩
田　

龍

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２

森　

彩
咲

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
小
1

柿
沼　

オ
ー
ウ
ェ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
６

春
藤　

は
る
ひ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
４

鈴
木　

頼
安

育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

水
曜
書
写
小
３

深
山　

和
奏

https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
tel:2122136069
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

現
代
の
社
会
に
は
た
く
さ

ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
世
界
中
で
の
移
民
の
増

加
が
見
ら
れ
る
中
、
そ
の
権

利
や
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
現
状
は
深
刻
で
す
。
移
民

と
人
権
に
関
す
る
問
題
は
非

常
に
重
要
な
テ
ー
マ
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
「
移
民
税
関
捜
査
局

（
I
C
E
）」
は
そ
の
代
表
的

な
存
在
で
す
。
I
C
E
は
国

を
安
全
に
守
る
と
い
う
大
切

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
多

く
の
人
が
批
判
し
て
い
ま
す
。

私
は
今
回
、
I
C
E
の
活
動

に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
と
反

対
の
立
場
を
整
理
し
た
上
で
、

自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
賛
成
意
見
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
歴
の

あ
る
移
民
の
逮
捕
や
テ
ロ
対

策
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
お

よ
そ
1
1
0
0
万
人
も
の
非

正
規
移
民
が
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
犯
罪

に
関
わ
っ
た
人
も
多
数
い
ま

す
。
I
C
E
は
そ
う
し
た
不

法
移
民
を
見
つ
け
て
強
制
送

還
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
「
法
律
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
意
識
を
社
会
全
体
に

広
め
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
テ
ロ
対
策
に

つ
い
て
、
I
C
E
は
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
き

っ
か
け
に
作
ら
れ
た
組
織
で

あ
り
、
テ
ロ
を
防
ぐ
こ
と
も

目
的
の
一
つ
で
す
。
情
報
を

共
有
し
た
り
監
視
を
強
め
た

り
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
テ

ロ
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

「
移
民
政
策
に
お
け
る

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

愛
奈

難
し
く
な
っ
て
い
き
、
卵
焼
き

が
破
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
卵
焼
き
の
焼
き
加

減
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
卵
焼

き
を
丸
め
る
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
思
い
切
っ

て
丸
め
て
い
く
の
に
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。

　

僕
が
完
成
し
た
卵
焼
き
を
切

っ
て
み
ん
な
に
配
る
と
、
み
ん

な
が
、「
お
い
し
い
！
」
と
言

っ
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
僕

が
卵
焼
き
を
食
べ
て
み
る
と
、

甘
く
て
出
し
の
き
い
て
い
て
、

と
て
も
ご
は
ん
が
進
み
ま
し

た
。
僕
の
初
め
て
の
卵
焼
き
は

大
成
功
で
し
た
。

　
　
　

   （
滞
米
２
年
６
か
月
）

◆ 第 22回言葉の泉 ◆
年間大賞候補作品発表

昨年11月から本年10月26日号までに掲載された作文197点から年間大賞第
一次審査通過作品として以下の16 作品が選ばれました。これより特別審査員
５名による第二次審査が行われ、最優秀賞、第一席、第二席、第三席、佳作
２点を選出します。入賞作品は2026 年新年号にて発表します。　　　　　　　　　
＊学校、学年は作文執筆時のものです。

1.　「ばあばのおしごと」ニューヨーク補習授業校 LI 校小２　
      アセェドゥ・フォスティーナ・さくら
2.　「みんなで作った学園祭」　育英インターナショナル小３　酒井幹太
3.　「男どうしの話」 　ニューヨーク補習授業校W校小３　田附行正
4.　「倉この先は」　ニューヨーク育英学園サタデースクール小５　杉山蓮次朗
5.　「歩のルービックキューブ」　ピッツバーグ日本語補習授業校小６　新沼歩　
6.　「僕を救ったのび太の名言」　プリンストン日本語学校小６　堀田佳正
7.　「海外の人と接した経験から学んだこと」中部テネシー日本語補習校小６　飯島沙羅
8.　「考えることの大切さ」　ピッツバーグ日本語補習授業校小６　清水冬和子
9.　「食品ロス削減への道」 　ニューヨーク補習授業校 LI 校小６　久木田翼
10.　「精神障害との向き合い方」　ニューヨーク日本人学校中１　小林眞音
11.　「友達の定義」　ニュージャージー補習授業校中2　山本幸音
12.　「私の知らない太平洋戦争」　プリンストン日本語学校中３　ミラー芹奈
13.　「移民と貧困層」  　ニューヨーク日本人学校中３　大久保智敦
14.　「ある晴れた夏の朝」　ケネディ・インターナショナル土曜日本人学校中3　森田絢音
15.　「高い壁の向こう側には」　ニュージャージー補習授業校中３　林田希泉
16.　「ハーフと日本人の多様性」  　フィラデルフィア日本語補習授業校高３　名村海耶

　
「
ね
え
、
和
樹
、
卵
焼
き
を

作
っ
て
く
れ
な
い
？
」。
僕
は

す
ぐ
に
取
り
か
か
り
た
い
！

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
。
僕
は
甘
い
味
の
し
ょ
う

油
味
が
好
き
で
す
が
、
お
母

さ
ん
と
妹
は
し
ょ
う
油
味
が

好
き
で
す
。
お
父
さ
ん
は
甘

い
け
れ
ど
し
ょ
う
油
な
し
が

好
き
だ
と
い
う
事
で
す
。
家

族
そ
れ
ぞ
れ
好
み
が
ち
が
い

ま
す
。
そ
こ
で
僕
は
考
え
、

出
し
ま
き
卵
を
作
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
僕
は
一
度
も
卵

焼
き
を
作
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
ネ
ッ
ト
で
レ
シ
ピ
を

調
べ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
卵
を
割
っ
て
切
る

よ
う
に
混
ぜ
ま
す
。
そ
の
後
、

砂
と
う
と
出
し
汁
、
み
り
ん

に
し
ょ
う
油
を
別
の
ボ
ウ
ル

で
合
わ
せ
、
混
ぜ
終
わ
っ
た

卵
を
投
入
し
、
さ
ら
に
混
ぜ

合
わ
せ
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ

て
、
卵
が
一
し
ゅ
ん
で
固
ま

る
温
度
に
な
る
ま
で
、
フ
ラ

イ
パ
ン
を
よ
く
熱
し
ま
す
。

そ
の
後
、
卵
の
五
分
の
一
ほ

ど
入
れ
、
全
体
に
広
げ
ま
す
。

卵
が
固
ま
り
始
め
た
ら
端
っ

こ
に
丸
め
、
ま
た
卵
を
入
れ

て
奥
の
卵
焼
き
の
下
に
箸
を

入
れ
て
持
ち
上
げ
、
卵
焼
き

の
下
に
卵
液
を
流
し
込
み
ま

す
。
そ
れ
を
何
回
か
く
り
返

し
て
、
卵
焼
き
が
完
成
し
ま

す
。
と
て
も
ふ
わ
ふ
わ
で
、

出
し
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
焼
け
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

難
し
か
っ
た
こ
と
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
卵
を

丸
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
き

く
な
れ
ば
大
き
く
な
る
ほ
ど

の
よ
う
に
、
I
C
E
の
活
動

は
国
を
安
全
に
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
部
分
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
反

対
意
見
も
強
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
I
C
E
の
活
動
が
移

民
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、「
家
族
分
離
」
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
国
境
で
移
民
の
親
子
を

強
制
的
に
引
き
離
す
政
策
で
、

2
0
1
8
年
以
降
、
ア
メ
リ

カ
政
府
は
こ
の
方
法
を
と
り
、

2
0
2
4
年
末
の
時
点
で
も

約
1
3
6
0
人
の
子
ど
も
が

親
と
再
会
で
き
て
い
な
い
そ

う
で
す
。
子
ど
も
が
無
理
や

り
親
と
引
き
離
さ
れ
る
様
子

を
想
像
す
る
と
、
胸
が
痛
む

思
い
が
し
ま
す
。
長
期
間
子

ど
も
が
親
と
会
え
な
い
こ
と

は
大
き
な
心
の
傷
を
残
し
、

拷
問
に
近
い
苦
し
み
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
家
族
を
分
離
し
な

い
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
親

が
合
法
的
に
入
国
で
き
る
場

合
、
子
ど
も
も
一
緒
に
入
国

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

家
族
が
一
緒
に
い
る
権
利
を

保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
I
C
E
は
近
頃
、
裁

判
所
の
周
り
な
ど
で
「
令
状

な
し
逮
捕
」
を
広
げ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
本
来
法
律
で
守
ら
れ
る
べ

き
手
続
き
を
せ
ず
に
人
を
捕

ま
え
る
行
為
で
あ
り
、
移
民

た
ち
が
裁
判
に
出
席
し
に
く

く
な
る
な
ど
、
司
法
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
妨
げ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は

人
権
を
大
き
く
傷
つ
け
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
I
C
E
の
活
動

に
関
す
る
透
明
性
を
高
め
る

た
め
に
、
定
期
的
に
独
立
し

た
監
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
公
表
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
移
民
の

権
利
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ

て
い
る
の
か
を
社
会
全
体
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
移
民
が
司
法

手
続
き
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
に
、
無
料
ま
た
は
低
コ

ス
ト
の
法
的
支
援
を
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
こ

と
も
有
効
で
す
。

　

私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
た
と
き
、
I
C
E
の

存
在
自
体
に
は
賛
成
の
立
場

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ロ
を

防
い
だ
り
犯
罪
を
減
ら
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
国
に
住
む

人
た
ち
を
守
る
た
め
に
必
要

な
行
為
だ
か
ら
で
す
。
も
し

I
C
E
が
な
か
っ
た
ら
、
国

内
の
安
全
は
も
っ
と
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
同
時
に
、

現
在
の
や
り
方
に
は
問
題
が

多
い
と
も
考
え
ま
す
。
特
に

拘
留
さ
れ
た
人
へ
の
扱
い
や
、

家
族
を
無
理
に
引
き
離
す
よ

う
な
や
り
方
に
は
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国

を
守
る
こ
と
と
人
権
を
守
る

こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
同
様
に

大
切
な
こ
と
の
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
、
I
C
E
は
国
を

守
る
た
め
に
必
要
な
存
在
で

す
が
、
そ
の
活
動
の
中
に
は

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

安
全
だ
け
を
優
先
し
て
人
権

を
軽
視
す
る
の
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
「
安
全
」
と
「
人

権
」
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か

を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
将
来
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
少
し
で

も
改
善
さ
れ
、
多
く
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

な
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
３
年
４
か
月
）

「
ぼ
く
の
卵
焼
き
」

　
　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

和
樹

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
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ゆ
っ
た
り
暮
ら
せ
る
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
、
地
下
鉄
駅
で
快
速
、

Ｅ
・
Ｆ
線
の
止
ま
る
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
か
つ
安
全

で
落
ち
着
い
た
住
宅
街
を
考
慮
す
る
と
、
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

と
い
う
地
区
も
選
択
肢
に
入
る
。
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
よ
り

１
駅
、東
に
位
置
し
、場
所
周
辺
に
は
多
く
の
コ
ー
プ
が
あ
る
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
の
繁
華
街
か
ら
少
し
遠
ざ
か
っ
た
分
、

同
じ
よ
う
な
物
件
で
も
価
格
に
す
る
と
平
均
約
１
割
、
２
割

安
い
。
し
か
も
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
便
利
さ
に
は
変
り
が
な

く
、
む
し
ろ
静
寂
さ
を
好
む
方
で
あ
れ
ば
お
勧
め
で
き
る
。

　

写
真
の
物
件
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
緑
豊
か
な
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
に
囲
ま
れ
た
、
戦
前
建
て
ら
れ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
ビ
ル
の
中

に
あ
る
。
明
る
く
風
通
し
の
良
い
５
階
に
あ
る
稀
な
３
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
、
２
バ
ス
ル
ー
ム
の
角
部
屋
。
建
物
の
構
造
上
、

そ
の
部
屋
は
３
方
向
に
面
し
て
窓
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の

部
屋
に
窓
が
あ
り
一
軒
家
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
空
間
の
広

が
り
と
心
地
良
さ
を
感
じ
る
。

　

窓
か
ら
は
遠
巻
き
に
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
・

パ
ー
ク
の
緑
や
、
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
街
路
樹
が
望
め
る
。
部

屋
は
１
３
５
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
（
約
１
２
５
・
４
平
方
メ
ー
ト

ル
）
の
広
々
と
し
た
室
内
空
間
を
持
ち
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

右
手
に
は
イ
ー
ト
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
、
入
口
か
ら
の
廊
下
を
抜

け
る
と
９
フ
ィ
ー
ト
の
高
い
天
井
、
フ
ロ
ア
リ
ン
グ
、
オ
ー

プ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
、
大
き
な
窓
の
あ
る
サ
ン
ク
ン
リ

ビ
ン
グ
ル
ー
ム
（
一
段
下
が
っ
た
居
間
）
を
中
央
に
、左
右
に
、

１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
た
ゆ
っ

た
り
し
た
間
取
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

玄
関
口
を
出
る
と
徒
歩
５
分
の
位
置
に
は
地
下
鉄
Ｅ
・
Ｆ

線
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
ユ
ニ
オ
ン
タ
ー
ン
パ
イ
ク
の
駅
や
バ

ス
停
も
あ
る
。
車
の
場
合
、
高
速
道
路
の
入
り
口
に
近
く
非

常
に
交
通
至
便
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
希
望
価
格
は

82
万
ド
ル
、
管
理
費
は
水
、
温
水
、
暖
房
費
、
建
物
内
と
外

を
含
め
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
税
金
を
含
め
て
月
額
１
８
０
０

ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
８
・９
２
３
・４
３
２
６
、

　

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
・
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
）　

EVENT
■第 99回メイシーズ感謝祭パレー
ド＝ 11/27　8:30～ 12:00　今年は
スパイダーマン、ピカチュウ、悟空
などのほかに、マリオやシュレック、
ミニオン、ラブブとその仲間たち等
が新たに加わって 32のバルーンが
行進。24のフロートと 33のピエロ
チームも登場する。ルートはセント
ラルパークウエスト 77丁目からス
タート、59丁目を曲がり、6番街を
34丁目のMacy’s前までパレードす
る。
詳 細 は https://www.macys.com/s/
parade/

CLASS/SEMINAR
■河合塾帰国生大学入試説明会
2025＝オンラインによるライブ配
信 で、11/23、12/7、21 日 の 各 日
曜日　13:00～ 15:00  帰国生大学
入試の概況と今度の受験対策とし
て、①帰国生入試の基礎知識と海外
在住中の心構え、②主な大学の最新
入試情報と受験攻略法、③河合塾海
外帰国生コースのカリキュラムの特
徴などを進学アドバイザーが説明す
る。定員は各日程 100家庭。希望
者は実施日前の金曜午後 4時までに
参加フォーム（https://forms.offi  ce.
com/r/6XcBRr3hB5）から申し込む。

MUSIC
■金子みすゞ 朗読 &歌曲コンサー
ト ＝ 11/15  16:00  The Thespis 
Theatre（25-02 Newtown Ave, 
Astoria,）にて、日本の童謡詩人・
金子みすゞを紹介する朗読と歌曲コ
ンサート。前半は金子の壮絶な一生
を語る伝記と詩作の朗読、後半は詩
集をもとに作曲家の金澤恵之が作曲
した金子みすゞ歌曲組曲が演奏され
る。入場無料だが要事前登録。
詳 細 は https://www.eventbrite.
com/e/the-life-of-misuzu-kaneko-
s t o r y - p o e t r y - a n d - a r t - s o n g s -
tickets-1861984879899

■女子プロレスラー、山崎五紀と立
野記代 60歳、ＪＢエンジェルス結
成 40周年記念レスリング試合「ジャ
ンピングボム・エンジェルス」が
15日（土）、ニューヨークのサフォー
ク・クレジット・ユニオン・アリー
ナ（www.BIGEVENTNY.COM）で開
催される。入場料 30ドルから。こ
の試合の後２人は 12月 1日（月）
にも東京新宿 FACE（Info@pro-w-
wave.com)で「還暦カーニバル」試
合を開催する。チケット料金（最前
列）11000円。

THEATRE/DANCE 
■ BAM Next Wave Festival ＝
2026/1/17まで  BAM（30 Lafayette 
Ave, Brooklyn）1983 年から続く、
前衛音楽、演劇、オペラ、ダンスの
祭典。11の演目が上演されている。
入場料：演目により異なる。詳細は
https://www.bam.org/next-wave

ART
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1
まで　Center for Jewish History（15 
West 16th St,）第 2次大戦中のユ
ダヤ人迫害の被害者で、『アンネの
日記』を書いたことで知られる少女
の短い人生を振り返る。アムステル
ダムのアンネ・フランク・ハウスか
ら 100点以上のコレクションが展示
されるほか、ナチスから逃れるため
に 2年間潜伏していた隠れ家をアム
ステルダム以外で初めて原寸大で再
現する。入場料：一般 $21～、17
歳以下 $16～。土曜休館。詳細は
https://www.annefrankexhibit.org

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:hakutsu@kw.com
http://www.BIGEVENTNY.COM
mailto:Info@pro-w-wave.com
mailto:Info@pro-w-wave.com
mailto:Info@pro-w-wave.com
https://www.bam.org/next-wave
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.macys.com/s/parade/
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
https://www.eventbrite.com/e/the-life-of-misuzu-kaneko-story-poetry-and-art-songs-tickets-1861984879899
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「
野
人
生
涯
」
を
貫
い
た
書

家
、
品
川
哲
山
（
し
な
が
わ
・

て
つ
ざ
ん
）
の
作
品
展
が
11
月

4
日
か
ら
15
日
（
土
）
ま
で
ソ

ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ

ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
あ

た
り
、 

哲
山
の
孫
と
な
る
品
川

耕
太
氏
ら
親
族
が
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
参
列
し
た
。
耕
太
氏
は
、

１
９
８
１
年
ソ
ー
ホ
ー
に
創
業

し
た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
お

め
ん
」
の
創
始
者
・
故
品
川
幹

雄
氏
の
甥
で
、
現
在
は
京
都
銀

閣
寺
前
に
あ
る
「
お
め
ん
」
を

経
営
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
最
後
の
展
覧

会
か
ら
お
よ
そ
30
年
の
時
を
経

て
開
催
さ
れ
る
こ
の
書
道
展

は
、
再
び
日
本
の
書
の
真
髄
に

触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
な
っ

た
。

　

品
川
哲
山
、
本
名
品
川
要
治

は
１
９
１
０
年
、
群
馬
県
の
織

物
業
者
・
実
治
と
た
い
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
１
９
３
０

年
代
に
は
赴
任
先
の
中
国
、
朝

鮮
に
て
漢
詩
と
書
を
学
び
、
戦

後
は
困
窮
の
中
に
あ
っ
て
も
精

神
的
豊
か
さ
を
追
求
し
、
筆
を

と
り
続
け
た
。
作
品
に
は
、
古

代
日
本
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

の
古
典
文
学
、
更
に
西
欧
哲
学

の
研
究
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
豊

か
な
教
養
が
、
ゆ
る
ぎ
な
い
精

神
性
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
お

り
、現
代
世
界
へ
の
深
い
洞
察
、

美
に
対
す
る
純
粋
な
称
賛
、
先

人
へ
の
敬
慕
の
念
、
そ
し
て
家

族
に
対
す
る
深
い
愛
情
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

孫
の
品
川
耕
太
さ
ん
は
、「
今

展
覧
会
の
テ
ー
マ
は
『
Ｐ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』。
書
を
揮
毫
（
き

ご
う
）
す
る
瞬
間
に
拳
を
振
り

上
げ
、 

込
み
上
げ
る
心
の
衝
動

を
口
ず
さ
む
姿
を
家
人
は
何
度

も
目
に
し
て
お
り
、
今
展
に
相

応
し
い
一
言
と
確
信
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
『
お
め

ん
・
あ
ぜ
ん
』
を
築
き
、
発
展

へ
と
導
い
た
品
川
幹
雄
の
根
底

に
も
流
れ
る
理
念
を
、
哲
山
の

書
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
だ
。
自

分
の
代
で
祖
父
の
展
覧
会
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
で
き
て
嬉
し
く

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。（
三
）

品
川
哲
山
作
品
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｙ
で

　

10
月
3
日
、
非
営
利
団
体

NY de Volunteer

は
、
石
川

県
金
沢
市
に
あ
る
県
立
金
沢
泉

丘
高
等
学
校
の
生
徒
39
人
を
対

象
に
、
Ｎ
Ｙ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
ア
バ

ナ
ー
ド
の
協
力
の
も
と
、
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。同
校
の「
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
（
Ｓ
Ｇ
）

コ
ー
ス
」
研
修
旅
行
の
一
環
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　

参
加
者
は
、
ア
バ
ナ
ー
ド
オ

フ
ィ
ス
の
ツ
ア
ー
、
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
セ

ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
講
演
、

SDGs

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
等
の
活
動

を
体
験
し
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
異
な
る

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
社

員
4
人
が
登
壇
し
、「
自
分
ら

し
さ
」「
価
値
観
」「
成
長
」「
多

様
な
チ
ー
ム
で
働
く
こ
と
」
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
り
、
学
生

た
ち
に
異
な
る
人
生
観
や
価
値

観
を
理
解
す
る
経
験
の
価
値
を

伝
え
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
生

徒
た
ち
が
8
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
食
品
ロ
ス
」

「
災
害
時
の
ト
イ
レ
」「
障
が
い

者
と
の
関
わ
り
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
日
本
で
調
べ
て
き
た
研
究

成
果
を
社
員
に
向
け
て
英
語
で

発
表
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
生

徒
た
ち
は
「
私
は
私
の
ま
ま
で

良
い
」「
互
い
を
尊
重
し
合
う

大
切
さ
」
と
い
っ
た
価
値
観
を

学
び
、
将
来
の
進
路
や
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
得
た
。
教
員
は
「
Ｎ
Ｙ
と
い

う
街
の
パ
ワ
ー
で
ブ
ー
ス
ト
が

か
か
っ
た
大
変
有
意
義
な
も
の

に
な
っ
た
」
と
話
し
、
生
徒
た

ち
も
「
英
語
に
自
信
が
な
か
っ

た
け
ど
英
語
っ
て
い
い
な
と
思

え
た
」「
多
様
な
生
き
方
を
知

り
、自
分
の
視
野
が
広
が
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

「NY de Volunteer」が実施
石川県立金沢泉丘高校の39人

グローバル・キャリア教育プログラムに参加

左
か
ら
中
村
知
古
さ
ん
、
清
水
万
吏
子
さ
ん
、
品
川
耕
大
さ
ん

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com


　

東
京
・
中
野
に
あ
る
「
時
刻

表
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表

を
40
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て

き
た
管
理
人
「
車
掌
長
」
に
よ

る
私
設
の
博
物
館
で
す
。
本

業
が
あ
る
た
め
限
定
さ
れ
た

日
程
で
の
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
宅

の
2
室
を
改
造
し
た
空
間
の
た

め
、
1
回
に
つ
き
3
人
ま
で
の

予
約
で
す
が
、
毎
月
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時

刻
表
最
新
号
発
売
日
に
合
わ
せ

て
翌
々
月
分
一
般
公
開
枠
の
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
私
も

3
か
月
前
に
予
約
を
し
て
、
よ

う
や
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
住
宅
街
の
中
に
あ
る

た
め
、
予
約
し
た
方
の
み
が
詳

し
い
場
所
を
教
え
て
も
ら
え
ま

す
。

　

見
学
時
間
は
45
分
で
す
が
、

完
全
貸
切
の
空
間
に
身
を
置

き
、
年
配
の
方
に
は
郷
愁
を
、

若
い
世
代
の
方
に
は
未
知
な

る
「
昭
和
」
へ
の
タ
イ
ム
ト
ラ

ベ
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

や
は
り
50
代
以
上
の
方
の
来
館

が
多
く
、
み
ん
な
懐
か
し
そ
う

に
見
学
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

車
掌
長
の
鈴
木
哲
也
さ
ん

は
、
中
学
校
1
年
生
の
時
か
ら

毎
月
時
刻
表
を
買
い
集
め
て
き

た
そ
う
で
、
買
い
始
め
て
か
ら

30
年
の
節
目
と
な
る
２
０
１
０

年
に
は
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

３
６
０
冊
も
の
時
刻
表
を
並
べ

る
展
示
会
を
開
催
し
た
そ
う
で

す
。
現
在
の
蔵
書
数
は
８
０
０

冊
を
超
え
ま
す
が
、
展
示
し
て

い
る
の
は
時
刻
表
だ
け
で
は
な

く
、
至
る
所
に
こ
だ
わ
り
が
見

ら
れ
る
鈴
木
ワ
ー
ル
ド
が
展
開

し
ま
す
。
ま
ず
、
入
口
の
扉
の

横
に
は
鉄
道
模
型
に
付
け
ら
れ

た
レ
バ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を
倒

す
と
電
車
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
、
そ
の
音
楽
を
合
図
に

扉
を
開
け
て
も
ら
え
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
入
館
券
は
昔
懐
か
し
い

硬
券
で
、
か
つ
て
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
鋏
で
改
札
を
し
て
く

れ
ま
す
。
行
き
先
は
「
時
間
旅

行
」。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
信
越
本
線

を
走
る
客
車
列
車
の
走
行
音

が
流
れ
ま
す
。
乗
降
口
（
玄

関
）
よ
り
館
内
に
入
る
と
、
夜

行
列
車
の
心
地
良
い
響
き
に
誘

わ
れ
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
塗
色

（
青
20
号
）
に
彩
ら
れ
た
廊
下

を
通
り
抜
け
ま
す
。
通
路
の
棚

は
寝
台
列
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら
れ
て
お
り
、
床
を
駅
の
ホ

ー
ム
に
見
立
て
て
い
る
の
も
驚

き
で
す
。
ず
ら
っ
と
並
ぶ
時
刻

表
は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
開
業
当
時
の
新
幹

線
や
特
急
列
車
な
ど
の
鉄
道
グ

ッ
ズ
や
関
連
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
5
台
を
備
え
た

Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
ジ
オ
ラ
マ
も
あ
り

ま
す
。
再
現
さ
れ
た
旧
型
車
両

の
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
で
、
ゆ
っ

く
り
時
刻
表
を
め
く
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

お
手
製
の
「
時
刻
表
神
社
」
で
、

伊
勢
神
宮
、
出
雲
大
社
、
首
途

八
幡
宮
（
京
都
市
に
あ
る
旅
行

安
全
の
神
社
。「
か
ど
で
」
と

読
む
。）
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
が
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
２
０
２
０
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
で
大
好
き
な
旅
に
出
か
け
ら

れ
ず
に
い
た
時
に
、「
時
刻
表

コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
雑
誌
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た

際
に
、『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
オ

ー
プ
ン
し
た
い
』
と
い
う
言
葉

が
口
を
つ
い
た
こ
と
だ
っ
た

そ
う
で
、
自
宅
を
改
修
し
て

２
０
２
２
年
4
月
、
念
願
叶
っ

て
時
刻
表
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
オ

ー
プ
ン
し
た
そ
う
で
す
。
ま
さ

に
自
分
の
夢
を
実
現
し
た
個
人

博
物
館
。
鉄
道
フ
ァ
ン
で
あ
れ

ば
想
像
以
上
の
世
界
に
驚
き
、

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
旅
行
を

堪
能
で
き
る
と
思
い
ま
す
。　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
世
間
は
す

っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
先
月
は
紙
面
連
載
を
お

休
み
し
ま
し
た
が
、実
は
筆
者
、

日
本
に
一
時
滞
在
し
て
お
り
、

そ
の
後
す
ぐ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
の
出
張
と
い
う
慌
た
だ
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
か
ら
戻
っ
て
わ
ず
か
３
日

後
に
向
か
っ
た
Ｎ
Ｙ
で
は
、
到

着
日
の
雨
を
境
に
季
節
が
一
気

に
進
み
、
空
気
は
ぐ
っ
と
涼
し

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
に

い
る
あ
い
だ
「
Ｎ
Ｙ
は
ま
だ
暑

い
ら
し
い
」
と
聞
い
て
薄
手
の

服
ば
か
り
準
備
し
て
い
た
筆
者

は
、
現
地
で
急
き
ょ
上
着
を
買

い
足
す
こ
と
に
。
季
節
の
移
ろ

い
を
文
字
ど
お
り
「
肌
で
」
感

じ
た
次
第
で
す
。
今
は
さ
ら
に

冷
え
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
の

で
、
皆
さ
ま
も
体
調
に
は
ど
う

ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

　

さ
て
、
今
月
の
本
題
は
こ

の
日
本
滞
在
の
目
的
に
つ
い

て
。
筆
者
の
故
郷
・
愛
知
県
名

古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

２
０
２
５
」
に
、
ル
ー
ト
66
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
パ
ン
と
し
て
出
展
し
た
ご
報

告
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
主
催
の

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
通
常
は
東
京

と
大
阪
の
交
互
開
催
で
す
が
、

今
年
は
大
阪
万
博
と
時
期
が
重

な
っ
た
た
め
、
代
替
地
と
し
て

名
古
屋
で
の
開
催
に
。
私
た
ち

の
出
展
は
、
名
古
屋
の
誇
る
チ

ン
ド
ン
屋
「
べ
ん
て
ん
や
」
さ

ん
と
の
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
ご
縁
で
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　

会
場
は
会
期
４
日
間
で
12
万

人
を
超
え
る
来
場
者
。
初
日
・

２
日
目
は
商
談
日
、
週
末
は
一

般
公
開
で
、
私
た
ち
の
ブ
ー
ス

に
も
本
当
に
多
く
の
方
が
足
を

止
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
昔

ア
メ
リ
カ
を
旅
し
た
と
き
に
ル

ー
ト
66
を
走
り
ま
し
た
」「
い

つ
か
行
っ
て
み
た
い
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
」「
写
真

や
音
楽
で
憧
れ
て
き
ま
し
た
」

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
奥
に
、
そ

の
人
の
中
で
生
き
続
け
る
「
ル

ー
ト
66
の
記
憶
」が
あ
る
限
り
、

道
そ
の
も
の
が
個
人
の
物
語
と

結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
と
、
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
会
場
に

流
れ
る
熱
気
と
笑
顔
は
、
距
離

も
世
代
も
越
え
て
ル
ー
ト
66
が

今
も
「
現
在
形
」
の
旅
で
あ
る

こ
と
を
静
か
に
示
し
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
ご
紹
介
し
た
の
が
、

２
０
２
６
年
の
ル
ー
ト
66
生
誕

１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
特
別

ツ
ア
ー
で
す
。
題
し
て
「
ル

ー
ト
66 

生
誕
１
０
０
周
年
記

念
ツ
ア
ー 

〜
歴
史
と
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
を
た
ど
る
11
日
間
〜
」。

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
フ

ェ
を
起
点
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
を
越

え
、
終
点
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
・
ピ
ア
へ
と
至

る
約
11
日
間
。
ル
ー
ト
66
を

「
辿
る
」
の
で
は
な
く
「
味
わ

う
」
こ
と
を
大
切
に
、
古
い
モ

ー
テ
ル
の
ネ
オ
ン
、
ロ
ー
カ
ル

ダ
イ
ナ
ー
の
マ
グ
カ
ッ
プ
、
砂

漠
に
長
い
影
を
落
と
す
一
本
の

直
線
、
そ
し
て
沿
道
の
街
に
息

づ
く
人
の
温
か
さ
〜
そ
う
し
た

「
旅
の
余
白
」
を
丁
寧
に
拾
い

な
が
ら
進
み
ま
す
。
全
行
程
は

協
会
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日
本
語

ガ
イ
ド
付
き
で
、
初
め
て
の
方

で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
構

成
で
す
。

　

行
程
の
途
中
で
は
、
小
さ
な

町
の
魅
力
に
も
触
れ
て
い
き
ま

す
。
た
と
え
ば
ア
リ
ゾ
ナ
州
ウ

ィ
ン
ス
ロ
ー
で
は
、
イ
ー
グ
ル

ス
の
『Take It Easy

』
ゆ
か

り
の
ス
ポ
ッ
ト
「
ス
タ
ン
ド
・

オ
ン
・
ザ
・
コ
ー
ナ
ー
」
で
写

真
を
撮
る
の
が
定
番
。
通
り
に

差
す
午
後
の
光
、
通
り
過
ぎ
る

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
、
店

先
か
ら
流
れ
る
カ
ン
ト
リ
ー
・

ロ
ッ
ク
。
大
き
な
出
来
事
は
何

も
起
き
な
い
け
れ
ど
、
心
地
よ

い
時
間
だ
け
が
静
か
に
積
も
っ

て
い
き
ま
す
。
セ
リ
グ
マ
ン
で

は
、誰
も
が
知
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
、

エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
の
町
が
い
ま

も
旅
人
を
迎
え
ま
す
。
色
褪
せ

た
看
板
や
手
書
き
メ
ニ
ュ
ー
、

気
さ
く
な
会
話
。そ
う
し
た「
名

も
な
き
風
景
」
こ
そ
が
ル
ー
ト

66
の
記
憶
を
長
持
ち
さ
せ
る
の

だ
と
筆
者
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
は

も
う
一
つ
の
特
別
な
時
間
が
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ゾ

ナ
州
で
毎
年
春
に
行
わ
れ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
祭
典
、「
ア

リ
ゾ
ナ
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ン
」
の

鑑
賞
で
す
。
実
は
こ
の
イ
ベ
ン

ト
、
ル
ー
ト
66
の
旅
シ
ー
ズ
ン

が
本
格
的
に
動
き
出
す
「
開
幕

祭
」
の
よ
う
な
存
在
。
全
米
か

ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
旅
人
が

集
い
、
沿
道
の
街
々
は
祝
祭
の

空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
エ
ン
ジ

ン
の
鼓
動
、
手
を
振
る
人
、
陽

光
に
き
ら
め
く
ク
ロ
ー
ム
、
そ

し
て
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
進
む
車

列
。
ル
ー
ト
66
が
一
年
で
最
も

「
生
き
て
い
る
」
瞬
間
が
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。
旅
は
単
な
る
移

動
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
混
ざ
る
体
験
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
の
で
す
。

　

そ
し
て
旅
は
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
ス
ケ
ー
ル
を
一
段
引
き
上

げ
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ

オ
ン
国
立
公
園
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
・
バ
レ
ー
国
定
公
園
へ
！

「
え
、
あ
の
景
色
に
も
行
け
る

の
？
」
と
思
わ
れ
た
方
、
そ
う

で
す
。
ル
ー
ト
66
の
旅
は
一
本

の
道
路
の
話
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
西
部
と
い
う
「
時
間

と
空
間
の
大
き
さ
」
に
触
れ
る

旅
。巨
大
な
渓
谷
に
沈
む
夕
日
、

赤
土
の
大
地
に
立
つ
メ
サ
や
ビ

ュ
ー
ト
、
音
が
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
な
静
け
さ
。説
明
よ
り
も
、

呼
吸
が
先
に
深
く
な
る
よ
う
な

光
景
が
待
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

筆
者
は
行
程
の
一
部
に
帯
同
行

の
予
定
で
す
。
ど
こ
か
の
街
角

で
、
あ
る
い
は
長
い
道
の
上
で

お
会
い
で
き
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

そ
う
そ
う
「
音
の
記
憶
」
も
、

こ
の
旅
の
大
切
な
要
素
で
す
。

ア
リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ
マ
ン
で

は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
茂
村
泰
彦
氏
に
よ
る
記
念
ラ

イ
ブ
を
予
定
。
広
い
空
の
下
で

響
く
ギ
タ
ー
と
ハ
ス
キ
ー
な
歌

声
、
乾
い
た
風
、
傾
く
陽
、
そ

れ
ら
が
重
な
っ
た
一
瞬
は
、
地

図
で
は
示
せ
な
い
「
ル
ー
ト
66

の
本
質
」
に
近
い
も
の
だ
と
筆

者
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
紙
面
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
内
の
ツ
ア
ー
記
念
Ｔ
シ

ャ
ツ
は
、
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
田

崎
隆
史
氏
が
筆
者
の
曖
昧
で
我

儘
な
イ
メ
ー
ジ
を
見
事
に
形
に

し
て
く
れ
た
も
の
。
こ
ち
ら
も

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
が
あ
れ
ば
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
、

ル
ー
ト
66
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
公
式

Facebook

で
も
順
次
ご
案
内

し
ま
す
。「
少
し
気
に
な
る
」「
話

だ
け
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う

方
も
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。

　

２
０
２
６
年
は
ル
ー
ト
66
に

と
っ
て
特
別
な
一
年
。
あ
の
長

い
道
を
思
う
と
き
、
過
去
と
現

在
が
静
か
に
重
な
り
合
い
、
次

の
一
歩
が
自
然
と
前
に
出
ま

す
。
節
目
の
年
の
道
の
上
で
、

皆
さ
ま
と
笑
顔
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
で
は
、
ま
た
来
月

お
目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
25
：
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た

http://www.at-newyork.com/
https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
tel:2122136069
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日
本
で
11
月
３
日
は
「
文
化

の
日
」
の
祭
日
。
そ
ん
な
「
文

化
の
日
」
を
祝
い
、
ア
メ
リ
カ

人
に
日
本
文
化
の
魅
力
を
伝
え

る
イ
ベ
ン
ト
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
ハ
ド
ソ
ン
郡
の
ジ
ャ

ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で
同
日
に
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
在
住
の
日
本
人
グ
ル
ー

プ
「
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
（Japanese 

Cultual League of Jersey 
City

）」
が
同
市
の
協
力
を
得

て
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
し

て
い
る
も
の
。
５
年
目
と
な
る

今
年
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部

を
午
後
３
時
30
分
か
ら
市
庁
舎

前
の
広
場
で
、
第
２
部
は
午
後

５
時
30
分
か
ら
公
立
図
書
館
の

シ
ア
タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
行

わ
れ
た
。

　

第
1
部
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ

須
藤
史
奈
子
代
表
の
挨
拶
や
ゲ

ス
ト
の
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
近
藤
三

奈
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、

鼓
舞
（
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
）
の
演
奏
と

演
舞
、
公
立
小
学
校
Ｐ
Ｓ
16
の

児
童
た
ち
に
よ
る
手
話
を
交
え

た
「
紅
葉
」
の
合
唱
、
エ
ダ
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
・
ラ
ボ
（
エ
ダ
ラ

ボ
）
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

ま
た
、Oishii

の
高
級
イ
チ
ゴ
、

ジャージーシティで

「文化の日」を祝う

ト
モ
コ
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
や
ラ

ブ
・
ソ
ー
・
ス
ィ
ー
ト
の
ス
イ

ー
ツ
の
試
食
会
も
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
市
庁
舎
の
テ
ラ
ス
か

ら
星
条
旗
と
共
に
日
の
丸
が
掲

揚
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
空
に
は
た

め
い
た
。

　

第
２
部
で
は
、
鼓
舞
の
演
奏

と
演
舞
に
続
き
、
カ
ル
メ
ン
・

ア
ロ
ー
ホ
・
バ
ン
ド
（
歌
：
カ

ル
メ
ン
・
ア
ロ
ー
ホ
、
ギ
タ
ー
：

小
川
智
也
、
ベ
ー
ス
：
ク
ロ
ウ
・

ア
ズ
ー
ル
）
が
日
本
の
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
な
ど
を
演
奏
、
そ
し
て

ピ
ア
ニ
ス
ト
田
中
友
樹
子
が
坂

本
龍
一
や
松
任
谷
由
実
ら
に
よ

る
名
曲
の
数
々
の
演
奏
を
披
露

し
た
。
ま
た
、
当
日
図
書
館
を

訪
れ
た
地
元
の
子
供
た
ち
の
た

め
に
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
日
本
語
書
籍
の
譲
渡
会
も
行

わ
れ
た
。「
文
化
の
日
」
イ
ベ

ン
ト
は
、
多
国
籍
の
人
々
が
暮

ら
す
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で
、

多
く
の
地
元
住
民
に
日
本
文
化

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
の
恒
例

行
事
に
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
（
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
）

https://shopnyseikatsu.com/
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「
紐
育
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

の
日
系
一
世
写
真
展
」
が
15
日

（
土
）
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

館
（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
写
真
家

の
井
上
博
行
氏
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
の
斎
藤
て
る
ほ
氏

が
１
９
８
０
年
10
月
30
日
か

ら
、
以
前
の
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で

展
示
し
た
写
真
の
う
ち
、
53
人

の
シ
ニ
ア
の
顔
写
真
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
記
事
を
展
示
。

　

米
国
に
お
い
て
１
世
紀
以
上

に
わ
た
る
歴
史
の
な
か
で
、
日

系
人
社
会
は
不
屈
の
パ
イ
オ
ニ

ア
精
神
を
持
っ
た
彼
ら
一
世
た

ち
を
礎
と
し
て
育
ま
れ
て
き

た
。
井
上
氏
は
１
年
以
上
を
費

や
し
て
、
Ｎ
Ｙ
州
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
在
住
す
る
１
０
０
人
ほ

ど
の
一
世
た
ち
の
自
宅
を
訪

ね
、
60
人
ほ
ど
と
対
面
。
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
て
き
た
当
時
の
苦

労
話
や
想
像
を
絶
す
る
生
活
体

験
を
聞
き
、
深
い
感
銘
を
受
け

た
。
井
上
氏
は
以
前
、「
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
激
し
い
人

生
を
生
き
抜
い
て
来
た
彼
ら
の

元
気
で
す
が
す
が
し
く
、
明
る

い
表
情
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
し

た
。
こ
の
写
真
展
は
１
９
２
４

年
、
米
国
で
交
付
さ
れ
た
新
移

民
法
を
中
心
に
、
そ
れ
以
前
に

渡
米
さ
れ
た
方
々
を
対
象
と
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
は
「
顔
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
揃
っ
た
方
も
い
ま
す

が
ま
だ
探
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
写
真
と

名
前
合
わ
せ
を
し
て
、
先
輩
の

業
績
を
称
え
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
て
い
る
。
入
場
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jaany.org/event/first-
generation-of-japanese-
americans-in-new-york

を

参
照
す
る
。

Ｊ
Ａ
Ａ
で
15
日
ま
で
開
催

写
真
家
故
・
井
上
博
行
氏
撮
影

日系一世53人顔写真展

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
年
末

恒
例
の
プ
リ
ン
ト
展「PRINTS 

ON B'DW
AY 

」
が
12
月
２
日

（
火
）
か
ら
13
日
（
土
）
ま
で
、

ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
、

４
０
１
号
ブ
ザ
ー
＃
９
）
で
開

催
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｙ
と
日
本
の
版

画
家
・
写
真
家
・
Ｃ
Ｇ
作
家
ら

14
人
が
約
40
点
を
展
示
。銅
版
・

石
版
・
木
版
・
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
な

ど
、
新
旧
の
プ
リ
ン
ト
技
法
を

駆
使
し
た
繊
細
で
多
彩
な
表
現

世
界
を
披
露
す
る
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
Ｎ
Ｙ

か
ら
マ
ッ
ク
ス
藤
島
、
平
之
内

美
穂
、
ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ
、
久

住
真
理
子
、
神
舘
美
会
子
、
永

野
み
き
、
バ
ー
バ
ラ
・
オ
ル
セ

ン
、
佐
治
宣
子
、
鈴
木
克
美
、

竹
田
あ
け
み
、
イ
ズ
渡
辺
、
由

賀
子
の
12
人
、
日
本
か
ら
藤
田

ひ
ろ
ぶ
み
、
横
山
弥
生
が
出
品

す
る
。
購
入
時
に
持
ち
帰
り
も

可
能
な
即
売
方
式
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
正
午
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
12
月
６
日
（
土
）
午

後
５
時
か
ら
７
時
ま
で.

５
時

30
分
か
ら
は
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
も
配
信
す
る
。
問
い
合
わ
せ

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://artspheres.org

を
参

照
す
る
。

永野みき Swimming fi sh, Flying birds, Walking humans

佐治宣子 Rhapsody in Summer

鈴木克美 Untitled (Mono 5)

横山弥生 Recollection #1

第6回 PRINTS ON B'DWAY
ギャラリーマックスNYで12月２日から開催

https://www.goca.gallery/
https://www.samuraimama.com/
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